
古紙配合率100％再生紙を
使用しています。環境にやさしい大豆油インキ 32

「市報くまがや」は、自治会を通してお届けします。また、市役所・行政センター・出張所・公民館・駅連絡所などでもお配りしています。インターネッ
トでも「市報くまがや」をご覧になれます。（URL）http://www.city.kumagaya.lg.jp/「市報くまがや」は毎月１日(原則)に発行します。

■人口 207,460人(+1,112) 男 104,305人(+1,003) 女 103,155人(+109) ■世帯 80,623世帯(+1,141)
人口と世帯　●平成19年５月１日現在（対前月比）
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■
発
行
日
　
平
成
19
年
６
月
１
日
　
　
■
発
行
　
熊
谷
市

■
編
集
　
広
報
広
聴
課
　
〒
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６
０-

８
６
０
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熊
谷
市
宮
町
ニ
丁
目
47
番
地
１

3
０
４
８-

５
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線
２
０
６)

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８-

５
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０-

２
８
７
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●旬
しゅん

のにんじんたっぷり！オレンジ色で食卓も華やかに！

パーティ風　にんじん炊き込みご飯

■材　料(４人分)
米　　　 ３カップ　　
にんじん　中１本
ツナ缶　　(または鶏ひき肉)適量

■作り方
①米は洗って少し固めの水加減にする。
②①にすりおろしたにんじん、ほぐしたツナ缶(または
鶏ひき肉)とAを加えて炊く。

③炊き上がったご飯を小さめのボール状のおにぎりにする。
④おにぎりが包めるくらいの大きさの薄焼き卵を焼く。

⑤ 薄焼き卵でおにぎりを
包み、その上から海苔
で包む。おにぎりの上
に十字の切り込みをい
れ、緑の野菜を彩りに
のせる。

※お好みで巻きずし風、
てまりずし風にも。
◆農業振興課　3内線442

〔

今月の料理人はＪＡくまがや女性部家の光クラブの梅宮久枝さん

市
報 月号

６
No.21
2007
平成19年

URL  http://www.city.kumagaya.lg.jp/

熊谷初夏の花めぐり
(別府沼公園・能護寺・道の駅めぬま)

条例・特別表彰者のご紹介

参議院議員通常選挙

６月は「環境月間」です

いま、熊谷の川は
おたよりパレット
市政ワイド
熊谷市民憲章ほか

市政情報
児童手当を受給されている方は現況届の提出をほか

くらしの情報
催し・講習・募集・試験・スポーツ・相談

いきいき元気　みんなの健康
文化施設情報
くまがやフォトニュース・
市報クイズ・「あついぞ！熊谷」シンボルキャラクター愛称決定

くまがや東西南北

夢追い人・フレッシュクッキング

特集
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24

30

32

「可
か

憐
れん

に咲き誇るバラ」
道の駅めぬまのバラ園が、５月中旬から見ごろを迎え、訪れた人々の目を楽しませています。

28

21

A

塩　　　　小さじ１～２　
酒　　　　大さじ1/2
こしょう　少々
しょうが　すりおろしたもの適宜

『一言アドバイス』
にんじんは、茎の付け根が細いほど芯

しん

も細く味が良いよう
です。がんの予防や肌のトラブルにも有効なカロテンは、特
に皮部分に多く含まれていますので、すりおろしの際は皮付
きのままがお勧めです。

◆健康づくり課　3528－0601

飲
ん
だ
ら
乗
る
な
飲
む
な
ら
牛
乳

農
業
　

坂
田
　
賢
司
さ
ん

（
成
沢
）

酪
農
家
を
目
指
す
ま
で

私
は
現
在
28
歳
、
４
年
ほ
ど
前
か
ら

家
業
を
継
ぎ
、
乳
牛
31
頭
を
飼
育
す
る

酪
農
を
中
心
に
経
営
し
て
い
ま
す
。

幼
い
頃
か
ら
家
業
を
継
ぐ
も
の
と
思

い
、
農
業
高
校
に
入
学
し
ま
し
た
が
、

こ
の
ま
ま
牛
飼
い
に
な
る
の
か
、
自
分

は
何
が
し
た
い
の
か
進
路
に
悩
ん
だ
時

期
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
父
と
酪
農
に
つ
い
て
話
し

た
り
、
友
人
た
ち
と
将
来
の
話
を
す
る

う
ち
に
、「
や
は
り
自
分
は
酪
農
家
に
向

い
て
い
る
。
家
業
を
継
い
で
酪
農
家
に

な
ろ
う
」
と
決
心
し
ま
し
た
。

や
る
か
ら
に
は
本
格
的
に
勉
強
し
よ

う
と
北
海
道
の
酪
農
学
園
大
学
に
進
学

し
、
授
業
だ
け
で
な
く
、
大
学
の
農
場

や
地
元
農
家
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
た

く
さ
ん
の
経
験
を
積
み
ま
し
た
。
卒
業

後
も
２
年
ほ
ど
北
海
道
内
の
酪
農
家
の

も
と
で
研
修
し
ま
し
た
。

勉
強
や
経
験
を
積
ん
で
就
農
し
た
つ

も
り
で
し
た
が
、
失
敗
も
多
く
、
ま
だ

ま
だ
未
熟
者
だ
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
毎

日
で
す
。

生
命

い
の
ち

を
育
て
る
仕
事

朝
夕
の
搾
乳
、
牛
舎
の
清
掃
、
餌え

さ

や

り
が
主
な
仕
事
で
す
が
、
食
べ
残
し
や

糞ふ
ん

の
状
態
な
ど
、
牛
の
観
察
は
常
に
注

目
す
べ
き
場
所
を
変
え
て
確
認
し
、
ま

た
牛
達
と
の
対
話
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

人
が
食
べ
る
食
品
を
作
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
で
き
る
の
が
こ
の
仕
事
を
し

て
い
て
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
で
す
ね
。

ま
た
、
子
牛
が
産
ま
れ
た
と
き
は
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。

し
か
し
、
生
き
物
を
相
手
に
し
て
い

ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
遊
ん
だ
り
羽
を

伸
ば
せ
な
い
の
が
つ
ら
い
で
す
ね
。
常

に
牛
の
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

若
き
酪
農
家
の
夢

将
来
の
夢
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す

が
、
ま
ず
牛
乳
の
消
費
拡
大
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。
皆
さ
ん
に
牛
乳
、
飲
ん

で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。「
飲
ん
だ
ら
乗

る
な
飲
む
な
ら
牛
乳
」
で
す
よ
。
そ
の

た
め
に
健
康
良
質
な
土
壌
、
餌
、
牛
作

り
で
、
安
心
・
安
全
か
つ
お
い
し
い
牛

乳
を
作
り
た
い
で
す
。

ま
た
、
酪
農
が
地
域
の
人
た
ち
、
特

に
子
ど
も
た
ち
に
生
命
を
育
て
る
職
業

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
。

そ
れ
か
ら
皆
さ
ん
に
、
放
牧
し
た
牛

た
ち
を
眺
め
な
が
ら
自
家
製
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
を
食
べ
て
も
ら
っ
て
癒い

や

し
の
ひ

と
と
き
を
過
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

れ
ば
最
高
で
す
ね
。

あ
、
あ
と
お
嫁
さ
ん
募
集
中
で
す
と

書
い
て
お
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

4

8

P2

6

5

7 海
の

苔
り

薄焼き卵(砂糖、塩少々)
彩りに季節の野菜

牛舎での作業中は牛との対話を心がけ
ています。
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沼
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別
府
沼
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「
花
め
ぐ
り
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」
が
運
行

熊
谷
市
観
光
協
会
で
は
、
籠
原
駅
を
起
点
に
、
別
府
沼
公
園(

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ)

・
能

護
寺(

ア
ジ
サ
イ)
・
道
の
駅
め
ぬ
ま(

バ
ラ)

を
結
ぶ
、「
花
め
ぐ
り
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」

を
運
行
し
ま
す
。
市
内
循
環
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス(

１
回
１
０
０
円)

と
あ
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
産
業
課
3

５
８
８-

１
３
２
１

運行区間

運行日　6月16日(土)・17日(日)・23日(土)・24日(日)

シャトルバス運行ダイヤ

ところ　永井太田1141
参観時間　８時～17時30分
参観料金　300円(18歳未満無料)
駐車場　100台
◆妻沼行政センター産業課　3588-1321

行
基
上
人
に
よ
り
天
平
15(

７
４
３)

年

に
開
山
さ
れ
、
後
に
空
海(

弘
法
大
師)

に

よ
り
真
言
密
教
の
道
場
が
開
か
れ
、
能
護

寺
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
あ
じ
さ
い
寺
」
と
し
て
知
ら
れ
る
能

護
寺
は
、
6
月
中
旬
よ
り
見
ご
ろ
を
迎
え

境
内
を
鮮
や
か
に
彩
り
ま
す
。
県
内
は
も

ち
ろ
ん
県
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方
が
訪

れ
、
色
と
り
ど
り
の
ア
ジ
サ
イ
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
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４
３)

年

に
開
山
さ
れ
、
後
に
空
海(

弘
法
大
師)

に

よ
り
真
言
密
教
の
道
場
が
開
か
れ
、
能
護

寺
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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迎
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彩
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と
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別府沼公園

能護寺

太田小●

上
武
国
道

妻沼行政センター●

熊谷警察署●

至上野JR高崎線
至高崎

●観音寺

深谷バイパス

●

●籠原駅（埼玉りそな銀行前）
籠原

道の駅めぬま
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妻沼運動公園

ところ　弥藤吾720
開館時間　10時
閉館時間　18時
休館日　第1水曜日
◆道の駅めぬま　3567-1212
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あついぞ！熊谷
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籠原駅北口　着

1 便 2 便 3 便 4 便 5 便 6 便 7 便 8 便 9 便 10 便

籠原駅北口　発 8：30 9：00 10：15 10：45 12：05 12：30 14：25 14：55

別府沼公園　着 8：40 9：10 10：25 10：55 12：15 12：40 14：35 15：05

別府沼公園　発 8：45 9：15 10：30 11：00 12：20 12：45 14：40 15：10

能護寺　　　着 8：53 9：23 10：38 11：08 12：28 12：53 14：48 15：18

能護寺　　　発 8：58 9：28 10：43 11：13 12：33 12：58 14：53 15：23

道の駅めぬま 着 9：10 9：40 10：55 11：25 12：45 13：10 15：05 15：35

道の駅めぬま 発 9：30 10：00 11：15 11：45 13：45 14：10 15：25 15：55

能護寺　　　着 9：42 10：12 11：27 11：57 13：57 14：22 15：37 16：07

能護寺　　　発 9：47 10：17 11：32 12：02 14：02 14：27 15：42 16：12

別府沼公園　着 9：55 10：25 11：45 12：10 14：10 14：35 15：50 16：20

別府沼公園　発 10：00 10：30 11：50 12：15 14：15 14：40 15：55 16：25

10：10 10：40 12：00 12：25 14：20 14：50 16：05 16：35
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５月16日、熊谷文化創造館さくらめいとにおいて合併記念式典と併せて熊谷市
表彰式を挙行し、本市の文化の興隆、福祉の増進、産業の発展または自治の振興
に貢献された５名の方々を、熊谷市表彰条例により表彰しました。また、市表彰
規則により119名の方々を、そして特別表彰として１名を表彰しました｡

秘書課　3内線204

条例・特別表彰者のご紹介

文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰

条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介

志邨武久氏は、
芸術に対する真

しん

摯
し

な姿勢と情熱をも
って数多くの個展
を開催する傍ら、
熊谷市美術展等の
公募展において、
審査員として参画
するなど画家とし

て地域の芸術文化の向上に大きく貢献
されました。氏は、熊谷市主催の「画
業50年の軌跡展」を代表に郷土での個
展を数多く開催され、特に母校である
県立熊谷高等学校の80周年記念館建築
に際しては、120号のステンドグラス
を８面制作するなど、美術を通じて多
くの市民に多大な影響を与えました。
さらに、氏の代表的な作品25点を本市
に寄贈されるなど、本市の発展と地域
文化の振興に寄与された功績は誠に顕
著です。

志
し

邨
む ら

武
た け

久
ひ さ

氏
（76 歳　楊井在住）
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山崎望人氏は、

熊谷市医師会会
長・顧問等の要職
を歴任されなが
ら、地域医療体制
の充実、発展に努
め、地域福祉の増
進に大きく貢献さ
れました。氏は、

昭和53年開設の休日急患診療所におい
て、休日、年末年始等の医療体制の確
保に尽力されたほか、平成８年から平
成12年まで、熊谷市医師会看護専門学
校長として看護師育成にも尽力されま
した。さらに、熊谷市教育委員会委員
長として、教育・学術および文化の振
興とともに児童・生徒の健康管理、学
校保健のあり方等について助言を行
い、教育行政の充実に尽力されるなど、
本市の発展と市民福祉の向上に寄与さ
れた功績は誠に顕著です。

山
や ま

崎
ざ き

望
も ち

人
ひ と

氏
（71歳　中央在住）
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門倉文子氏は、

保育士・保育園長
として、40年余の
永きにわたり保育
時間の延長をいち
早く取り入れるな
ど、保育実践を通
して子どもたちの
健全育成に尽力さ

れ、地域福祉の増進に大きく貢献されま
した。氏は、なでしこ保育園・第二なで
しこ保育園の園長をされながら、子育て
支援センター事業に熱心に取組まれ、子
育てサークルの育成支援など、本市の次
世代を担う子どもたちの育成に多大な貢
献をされました。さらに、熊谷市交通安
全母の会会長、熊谷市次世代育成支援行
動計画策定委員会副委員長および熊谷市
主任児童委員を歴任されるなど、本市の
発展と市民福祉の向上に寄与された功績
は誠に顕著です。

門
か ど

倉
く ら

文
ふ み

子
こ

氏
（65歳　柿沼在住）

産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰
鴨田隆三氏は、

地域密着型金融の
機能強化に向けて、
中小企業の再生や
地域経済の活性化
を図るため、経営
基盤の強化や収益
力の一層の向上に
努め、本市の商工

業の振興に大きく貢献されました。氏は、
熊谷商工信用組合理事長として、地域経
済の牽

けん

引
いん

役として活躍されながら、熊谷
商工会議所においては小企業等経営改善
資金審査会委員長、寄付金管理運用委員
会委員長等の要職を歴任され、現在熊谷
商工会議所副会頭として活躍されていま
す。さらに、熊谷市中小企業小口事業融
資審査会委員、熊谷市障害者計画策定審
議会委員として市政に貢献するなど、本
市の発展と産業の振興に寄与された功績
は誠に顕著です。

鴨
か も

田
だ

隆
りゅう

三
ぞ う

氏
（65歳　中央在住）

自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰
福田征芳氏は、

旧江南町長として
町政発展に尽くさ
れるとともに、熊
谷市との合併を推
進し、地方自治の
振興に大きく貢献
されました。氏は、
旧江南町において

総務課長、助役等の要職を歴任した後、
平成12年に江南町長に就任され、ホタ
ルが生息できる水辺環境の整備や大沼
公園の改修整備および国体跡地を利用
した総合公園の整備事業等、町政の発
展に尽くされました。また、熊谷市と
の合併は不可避であるという信念のも
とに、町議会との連携を図り町民の理
解を得ながら合併の実現に向け尽力さ
れ、県北初の20万都市の誕生に貢献さ
れるなど、本市の発展と地方自治の振
興に寄与された功績は誠に顕著です。

福
ふ く

田
だ

征
ゆ き

芳
よ し

氏
（63歳　上新田在住）

特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰

青山七恵氏は、
旅行会社に勤める
傍らで小説を執
筆、平成17年、22
歳で「窓の灯（あ
かり）」で文

ぶん

藝
げい

賞
を受賞し作家とし
てデビューを果た
しました。そして、

本年、２作目の「ひとり日
び

和
より

」で、23
歳11ヶ月という女性の受賞者では３番
目、全体では７番目の若さで権威ある
第136回芥川賞を受賞されました。氏
の受賞は誠に快挙であり、熊谷市民の
誇りであります。

青
あ お

山
や ま

七
な な

恵
え

氏
（24歳　善ヶ島出身）

任
期
満
了
に
伴
う
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
は
、
７
月
に
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
を
国
政
に
反
映
さ
せ

る
よ
い
機
会
で
す
の
で
、「
よ
く
見
、

よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
て
」
皆
さ
ん

そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

「
候
補
者
名
を
記
載
」
し
て
投
票
し
ま
す
。

投
票
方
法

一
定
の
条
件
を
満
た
す
政
党
が
、
当
選
順

位
を
つ
け
な
い
で
候
補
者
名
簿
を
届
け
出
ま

す
。
有
権
者
が
候
補
者
名
ま
た
は
政
党
名
の

い
ず
れ
か
を
記
載
し
て
投
票
す
る
方
式
で
あ

る
た
め
、
当
選
さ
せ
た
い
候
補
者
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

当
選
人
の
決
め
方

政
党
の
得
票
総
数
に
比
例
し
て
、
当
選

人
の
数
を
配
分
す
る
方
式(

ド
ン
ト
式)

に
よ

り
、各
政
党
の
当
選
人
の
数
が
決
ま
り
ま
す
。

な
お
、
政
党
の
得
票
総
数
は
、
候
補
者
個
人

の
投
票
と
政
党
名
の
投
票
と
を
合
算
し
た
も

の
と
し
ま
す
。

各
政
党
に
配
分
さ
れ
た
当
選
人
の
数
の

中
で
、
得
票
数
の
最
も
多
い
候
補
者
か
ら

順
次
当
選
人
が
決
ま
り
ま
す
。

選
挙
権
の
あ
る
方
は
、
投
票
日
に
投
票

所
入
場
券
を
持
参
し
、
投
票
時
間
内(

７
時

〜
20
時)

に
選
挙
人
名
簿
と
対
照
し
投
票
し

ま
す
が
、
特
別
な
方
法
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

選
挙
の
当
日
、
次
に
掲
げ
る
事
由(

主
な

例)

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
見
込
ま
れ

る
方
は
、
選
挙
期
日
の
公
示
日
の
翌
日
か

ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

・
仕
事
や
親
族
の
冠
婚
葬
祭
が
あ
る
場
合

・
用
事
の
た
め
投
票
区
の
区
域
外
に
旅
行

ま
た
は
滞
在
す
る
場
合

・
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
の
た
め
歩
行
が
困

難
で
あ
る
場
合

・
指
定
さ
れ
た
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に

入
院
、
入
所
し
て
い
る
場
合(

施
設
管
理

者
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い)

②
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
は
、
自
宅
等
に

お
い
て
投
票
用
紙
に
候
補
者
等
の
氏
名
を

記
載
し
、
そ
れ
を
郵
送
す
る
方
法
に
よ
り

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
の

投
票
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証

を
も
っ
て
い
る
方
で
、
障
害
の
程
度
や
要

介
護
状
態(

介
護
５)

に
よ
り
認
定
さ
れ
た

方
に
限
ら
れ
ま
す
。
こ
の
手
続
き
は
日
数

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
選
挙
管

理
委
員
会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

③
点
字
投
票

目
の
不
自
由
な
方
は
、
投
票
管
理
者
に

申
し
出
て
、
点
字
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

④
代
理
投
票

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
や
自
分
で
字
の

書
け
な
い
方
は
、
投
票
管
理
者
に
申
し
出

て
、
自
分
が
投
票
し
た
い
候
補
者
等
を
書

い
て
も
ら
っ
て
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。(

投
票
の
秘
密
は
完
全
に
守
ら
れ
ま

す)◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　3
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線
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明
日
の
た
め
　
む
だ
に
し
な
い
で
　
そ
の
一
票

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

埼
玉
県
選
出
議
員
選
挙

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

投
票
の
い
ろ
い
ろ

お
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
・
選
挙
の

た
め
に
「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受

け
取
ら
な
い
」
は
き
れ
い
な
選
挙
の
合

言
葉
。

政
治
家
や
候
補
者
が
選
挙
区
内
の
人

に
、
次
の
よ
う
な
寄
附
を
す
る
こ
と
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
違
反
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

・
お
中
元
や
お
歳
暮
な
ど
を
贈
る
こ
と

・
お
祭
り
の
と
き
に
お
金
を
寄
附
し
た

り
、
お
酒
な
ど
を
届
け
た
り
す
る
こ
と

・
出
産
、
入
学
、
卒
業
、
就
職
な
ど
の

お
祝
い
に
お
金
や
品
物
を
贈
る
こ
と

・
開
店
祝
い
な
ど
に
花
輪
を
贈
る
こ
と

・
町
内
会
や
老
人
会
な
ど
の
集
ま
り

に
、
お
金
を
寄
附
し
た
り
、
食
事
や

お
酒
を
届
け
た
り
す
る
こ
と

・
町
内
会
な
ど
の
団
体
旅
行
の
際
、
弁

当
や
飲
み
物
の
差
し
入
れ
や
、
バ
ス

代
な
ど
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と

ま
た
、
政
治
家
は
、
選
挙
区
内
の
人

に
対
し
て
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ

る
も
の
を
除
き
、
暑
中
見
舞
い
な
ど
の

時
候
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
、

日
ご
ろ
か
ら
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局3

内
線
３
９
７

日
本
の
未
来
を
つ
く
る

あ
な
た
の
一
票



◆
環
境
政
策
課
　
3
内
線
４
０
９
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国
連
で
は
１
９
７
２
年
に
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム(

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン)

で

開
催
さ
れ
た
国
連
人
間
環
境
会
議

を
受
け
て
、
毎
年
６
月
５
日
を

「
世
界
環
境
デ
ー
」
と
定
め
ま
し

た
。
日
本
で
は
環
境
保
全
に
関
す

る
理
解
と
行
動
を
促
進
す
る
た

め
、
平
成
３
年
度
か
ら
６
月
を

「
環
境
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
解
決
の
た
め

に
世
界
が
協
力
し
て
作
っ
た
「
京

都
議
定
書
」
が
平
成
17
年
２
月
16

日
に
発
効
し
ま
し
た
。
世
界
に
約

束
し
た
日
本
の
目
標
は
、
平
成
20

年
か
ら
24
年
の
間
に
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
を
６
％
削
減
す
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
国
民
運
動
が
「
チ
ー
ム
・
マ

イ
ナ
ス
６
％
」
で
あ
り
、
熊
谷
市

お
よ
び
熊
谷
市
議
会
も
「
チ
ー

ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」
に
登
録
し

て
い
ま
す
。

「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」

で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た

め
の
６
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

①
温
度
調
節
で
減
ら
そ
う

服
装
や
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
に

よ
り
電
気
の
使
用
を
減
ら
そ
う
。

②
水
道
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う

水
道
水
の
送
水
に
は
た
く
さ
ん

の
電
気
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
節
水
の
た
め
の
工
夫
を
し

よ
う
。

③
自
動
車
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う

停
車
中
は
エ
ン
ジ
ン
オ
フ
。

④
商
品
の
選
び
方
で
減
ら
そ
う

環
境
に
や
さ
し
い
省
エ
ネ
製
品

を
選
ん
で
買
お
う
。

⑤
買
い
物
と
ご
み
で
減
ら
そ
う

過
剰
包
装
を
断
っ
た
り
、
自
分
の

買
い
物
バ
ッ
グ
を
持
ち
歩
こ
う
。

⑥
電
気
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う

ビ
デ
オ
・
テ
レ
ビ
・
電
子
レ
ン

ジ
な
ど
の
コ
ン
セ
ン
ト
プ
ラ
グ

を
こ
ま
め
に
抜
こ
う
。

６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す

みんなで止めよう温暖化

チーム・マイナス6％

環
境
の
日
と
環
境
月
間

日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

目
標
は
マ
イ
ナ
ス
６
％
で
す

誰
も
が
実
践
で
き
る
、

具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

電
気
を
消
し
て
、
ろ
う
そ

く
の
灯
り
の
も
と
で
ス
ロ
ー

な
時
間
を
過
ご
す
イ
ベ
ン
ト

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
ｉ
ｎ

く
ま
が
や
２
０
０
７
」
が
今

年
も
行
わ
れ
ま
す
。
ご
家
族

お
そ
ろ
い
で
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
き
　
６
月
10
日(

日)

18
時
〜

と
こ
ろ
　
彩
の
国
く
ま
が
や

ド
ー
ム

内
容
　
ト
ー
ク
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

詳
細
は
左
記
へ

◆
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

ｉ
ｎ
く
ま
が
や
実
行
委
員
会
」

（
熊
谷
青
年
会
議
所
内
）

3
５
２
４-

０
４
４
０

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

ｉ
ｎ
く
ま
が
や

２
０
０
７

テーマ「わが家のエコライフ」
市報クイズ4月号で寄せられた意見を紹介します。

●買い物にはマイバッグを持参し、レジ袋はもらわないよう
にしています。 （50代・女性）
●よく晴れた日は、昼間、リビングのカーテンを全開にする
と、部屋が明るくなり、照明と暖房の節約になります。そ
れに、心まで少し開放的になり、明るくなりますよ。

（20代・女性）
●近所のお出かけには、普段からなるべく自転車を使用して
います。 （80代・女性）
●お風呂は太陽温水器を使って25年経ちます。晴れた日はガ
スを使わなくても大丈夫です。 （60代・男性）
●電気製品のコンセントに手元スイッチを設置し、こまめに
オン・オフを習慣づけていますので、待機電力はゼロに近
いです。 （70代・女性）
●わが家は、太陽光発電システムを導入しています。クリー

ンエネルギーの太陽光から、電気を毎日作るので環境にと
ても優しいし、得した気分にもなりますよ。（20代・男性）
●生ごみは庭に埋めて、ゴミの減量を図ると同時に小さな家
庭菜園の肥料にもなり一石二鳥です。 （30代・女性）
●家庭ごみの分別を徹底しています。また、紙類は捨てずに
資源物収集の日にまとめて出すようにしています。

（30代・女性）

6月は環境月間です。地球規模の環境問題が深刻化する中、
多くの市民が、出来ることから環境保全ための取組みを進
めています。ぜひこの機会に、「エコライフ」について意
識してみましょう。
※市ホームページ http://www.city.kumagaya.lg.jp/でも、更
に詳しく紹介しています。

石宮排水路6.1m/r石宮排水路6.1m/r

通殿川
. m/r
通殿川

2.9m/r

通殿川2. m/r通殿川2.8m/r

元荒川2.0m/r元荒川2.0m/r
和田吉野川

1.0m/r
和田吉野川

1.0m/r

和田吉野川2.9m/r和田吉野川2.9m/r

荒川1.5m/r荒川1.5m/r

導水幹線星川2.4m/r導水幹線星川2.4m/r

新星川11m/r新星川11m/r

忍川4.0m/r忍川4.0m/r

星川5.8m/r星川5.8m/r

福川2.4m/r福川2.4m/r

福川3.9m/r福川3.9m/r

利根川6.4m/r利根川6.4m/r
道閑堀4.3m/r道閑堀4.3m/r

新奈良川28m/r新奈良川28m/r

新奈良川2.1m/r新奈良川2.1m/r

青木堀2.5m/r青木堀2.5m/r

さすなべ落とし2.9m/rさすなべ落とし2.9m/r

荒川荒川

利根川利根川

和田吉野川2.2m/r和田吉野川2.2m/r

和田川1.9m/r和田川1.9m/r
和田川2.3m/r和田川2.3m/r

和田川1.5m/r和田川1.5m/r

荒川1.6m/r荒川1.6m/r

きれい

ややきれい

やや汚れている

汚れている

BOD3.0mg/r以下

BOD3.1～5.0mg/r

BOD5.1～10.0mg/r

BOD10.1mg/r以上

石宮排水路6.1m/r

通殿川
2.9m/r

通殿川2.8m/r

元荒川2.0m/r
和田吉野川

1.0m/r

和田吉野川2.9m/r

荒川1.5m/r

導水幹線星川2.4m/r

新星川11m/r

忍川4.0m/r

星川5.8m/r

福川2.4m/r

福川3.9m/r

利根川6.4m/r
道閑堀4.3m/r

新奈良川28m/r

新奈良川2.1m/r

青木堀2.5m/r

さすなべ落とし2.9m/r

荒川

利根川

和田吉野川2.2m/r

和田川1.9m/r
和田川2.3m/r

和田川1.5m/r

荒川1.6m/r

BODとは、川の汚れを微生物が分解するときに使う
水中の酸素の量で、数値が大きいほど川は汚れてい
ます。図中の数字は、各測定地点におけるBODの年
平均値です。

合併前の江南町は、豊かな自然環境に恵まれ、さら
に、地域の水路の水質保全を図るため、農業用水源の
整備や農業集落排水事業が行われてきました。その結
果、ホタルの生息に適した水環境が整い、平成７年に
は樋春地区でホタル(ゲンジボタル)が大発生しました。
これを契機にホタル保護の機運が高まり、平成10年

には県内唯一の「江南町ホタルの保護に関する条例」
が制定され、そして、合併に伴い、当時の条例制定の
趣旨を踏まえ、新たに「熊谷市ホタルの保護に関する
条例」を定めました。

条例では、ホタルの保護を図ることにより、河川等
の自然環境の保全や環境保全意識を高めていただくこ
とを目的にしています。また、ホタルが生息している
水路等を保護重点区域に指定し、ホタルの捕獲や生息
の妨げとなる行為を禁止しています。

ふ化したホタルの幼虫は、８～９か月間水中で生活
し、カワニナ(巻貝の一種)を食べて育ちます。４月上旬
頃上陸し、柔らかい土のくぼみや草の根元の穴を見つ
けてもぐります。５月中旬頃穴の中で最後の脱皮をし
てさなぎになり、その後、約２週間で成虫になったホ
タルは、地上に出てきて、美しい光を見せてくれます。

ゲンジボタルは水の汚れに弱いので、清らかな水環
境の維持にご協力ください。

◆環境政策課　3内線409

条例制定の経緯

条例の目的等

ゲンジボタルの成長

清らかな水環境のシンボル「ホタル」を守りましょう

平成18年度

主な河川･用水路水質測定結果

「熊谷市ホタルの保護に関する条例」を制定しました。

樋春地区

市内を流れている川は、皆さんの目にどのように映
っていますか？
市内の主要な河川や用水路の水質測定の結果は右図

のとおりです。図を見ると概ね市内を流下するに従い、
水質が悪化しているのがわかります。ＢＯＤの値が
10.1mg/rを超えた所もありました。

河川などを汚す原因の約７割は、一般家庭からの生
活排水であると言われています。
毎日の暮らしのなかでちょっとした工夫をすれば、

家庭から発生する、河川を汚す原因をかなり減らすこ
とができます。

台所での心がけとしては、次のような方法があります。
①流しには三角コーナーを設置して、調理くずや食べ
残しを流さないようにする。
②米のとぎ汁は、捨てないで植木、鉢植え、畑にまく。
③てんぷらなどの残り油は使いきるか、新聞紙やボロ
布にしみこませて処理する。
④汚れのついた食器や鍋は、紙などで拭

ふ

いてから洗う。
⑤食べ残しの無いように、必要な量だけ調理する。

私たちのまわりの川を魚の泳ぐきれいな川にするた
めに、一人ひとりが川に対する思いやりを持ち、でき
ることから行動していきましょう。

また、｢自分が住んでいる近くを流れている川に関心
を持つ｣ということもとても大切なことです。油が流れ
ている、魚が浮いている、などの川の異常を見つけた
らすぐに市に連絡してください。その対応が早いほど
被害は少なくなります。

◆環境政策課　3内線547

「
自
分
だ
け
が
や
っ
て
も
」
と
あ
き
ら
め
な
い
で
、

で
き
る
こ
と
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

いま、熊谷の川は
平成18年度　水質測定結果

荒　川



第
１
回

対
象
　
主
に
江
南
南
小
学
校
区

と
き
　
６
月
30
日(

土)

９
時
30
分

〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
江
南
公
民
館
会
議
室

(

ピ
ピ
ア
内)

テ
ー
マ(

１)

子
育
て
・
子
ど
も

の
教
育
に
つ
い
て

テ
ー
マ(

２)

豊
か
な
自
然
環
境

を
守
る
た
め
に

第
２
回

対
象
　
主
に
江
南
北
小
学
校
区

ハ
ー
ト
フ
ル
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
、
市
長
が
市
内
各
所
に
出
向
き

市
民
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ア
イ
デ

ア
等
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
市
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
懇
談
会
で

す
。皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

８市報くまがや　平成19年(2007)６月

●
熊
谷
市
役
所
3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１
●
江
南
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
３
６-

１
５
２
１

９ 市報くまがや　平成19年(2007)６月

「市民憲章」は、誰もが住みよいと思えるようなまちづく
りのための行動目標や、市民の身近なルール等を定めるも
ので、案について意見公募を行い、決定しました。

◆庶務課　3内線234

熊谷市民憲章を制定しました

わたくしたち熊谷市民は、荒川、利根川を中心とした豊かな自然、
歴史と伝統にはぐくまれた郷土に誇りと責任を持ち、明るく豊か
なよりよいまちをつくるため、ここに市民憲章を定めます。

すこやかな心と体をつくりましょう
教養を身につけましょう
しあわせな家庭をつくりましょう
きまりを守り親切にしましょう
豊かできれいなまちをつくりましょう

熊谷市民憲章

20
万
都
市
の
未
来
を
創
る
、

あ
な
た
と
市
長
の

ハ
ー
ト
フ
ル
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

と
き
　
６
月
30
日(

土)

14
時
〜
16
時

と
こ
ろ
　
江
南
公
民
館
会
議
室

(

ピ
ピ
ア
内)

テ
ー
マ(

１)

子
育
て
・
子
ど
も

の
教
育
に
つ
い
て

テ
ー
マ(

２)

安
心
安
全
に
つ
い
て

募
集
対
象
お
よ
び
人
員
　
主
に
、

小
学
校
区
ご
と
に
そ
の
地
域
に

在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
、
ま

た
は
学
区
内
保
育
所
、
幼
稚
園
、

児
童
館
等
利
用
者
の
保
護
者
で

各
会
場
40
人
程
度

申
込
み
　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、

電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の

開
催
日
の
７
日
前
ま
で
に
下
記

に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
手
話
通

訳
を
必
要
と
さ
れ
る
方
は
、
申

込
み
の
際
に
手
話
通
訳
希
望
と

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
参
加
希
望
者
が
多
数
の
場
合

は
、
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
、
な
る
べ
く
多

数
の
方
の
ご
参
加
を
い
た
だ
く

た
め
、
申
込
み
は
原
則
お
一
人

様
１
回
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
入
場
券
等
の
送
付

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

そ
の
他
　
募
集
対
象
地
区
が
ご
不

明
の
方
は
、
政
策
調
査
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今
後
予
定
さ
れ
る
次
の
４
会
場

で
は
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
お

持
ち
の
方
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
会
場
で
お
子
さ
ん

を
お
預
か
り
し
、
地
区
外
か
ら

の
参
加
も
可
と
す
る
予
定
で

す
。
詳
細
は
今
後
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

・
荒
川
公
民
館
・
大
里
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
・
熊
谷
会
館
展
示

室
・
妻
沼
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
政
策
調
査
課

3
内
線
３
６
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
２
５-

９
２
２
２

E
メ
ー
ル:seisakuchosa

@
city.kum

agaya.lg.jp

熊
谷
市
お
よ
び
隣
接
す
る
市
町

を
中
心
と
し
た
地
域
に
居
住
す
る

方
を
対
象
に
、
熊
谷
市
に
つ
い
て

幅
広
く
、
意
識
や
実
態
の
調
査
を

行
う
た
め
に
、
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格
　

・
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
、
20

歳
以
上
の
方

・
エ
ク
セ
ル
様
式
の
調
査
票
に
入

力
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
情
報
の
伝
達
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
方

定
数

・
市
外
在
住
者(

近
隣
市
町：

行

田
・
鴻
巣
・
吉
見
・
東
松
山
・

滑
川
・
嵐
山
・
深
谷
・
太
田
・

大
泉
・
千
代
田
を
中
心
と
し

た
、
県
内
、
県
外
在
住
者)

約

２
０
０
人

・
市
内
在
住
者
約
１
０
０
人

任
期
　
委
嘱
の
日
〜
平
成
20
年
３

月
仕
事
の
内
容
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

へ
の
回
答
、
E
メ
ー
ル
を
通
じ
て

の
意
見
・
提
言
の
提
出
な
ど

費
用
負
担
　
モ
ニ
タ
ー
の
方
が
利

用
す
る
機
器
に
関
す
る
経
費
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
に

要
す
る
通
信
費
等
は
、
す
べ
て

ご
本
人
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

謝
礼
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
い
た

だ
い
た
後
に
、「
あ
つ
い
ぞ
！

熊
谷
」
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

応
募
方
法
　
Ｅ
メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・

通
勤
通
学
地(

通
勤
通
学
し
て
い

る
場
合)

を
記
入
の
上
、
左
記
に

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
政
策
調
査
課

3
内
線
３
６
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
２
５-

９
２
２
２

E
メ
ー
ル:seisakuchosa

@
city.kum

agaya.lg.jp

広
域
圏
意
識
調
査
の

モ
ニ
タ
ー
募
集

保育園･幼稚園児などによる鉾
ほこ

の引き回しのオープニン
グパレードから始まり、練り込み囃子･踊りによる盛大な
クライマックスを迎えます。真夏の一日に、どうぞこの
熱さに酔いしれてください。
●と　き　8月4日(土) 14時～21時
●ところ　妻沼商店街本通り(県道太田熊谷線)

※13時30分より歩行者天国
●内　容　鉾の引き回し、練り込み囃子ほか

◆◆参加者募集◆ ◆

●練習日　７月３日～24日の
毎週火曜日(全4回) 19時～21時

※太鼓等初めての方は、練習初日(7月3日)から参加してください。

※練り込み踊りは、7月17日(火)・24日(火)のみ
●最終リハーサル　7月29日(日)15時～17時
●ところ　妻沼西中学校体育館
※29日のみ妻沼運動公園体育館
●申込み　当日練習会場にて
◆めぬま祭り実行委員会(神山) 3588-6421

●妻沼小●妻沼小

●妻沼中央公民館●妻沼中央公民館

利根川

バイパス

妻沼羽生線

太
田
熊
谷
線 めぬま祭り会場

17

407

妻沼聖天山●妻沼聖天山●

●妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

●妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

●
道
の
駅
め
ぬ
ま

●
道
の
駅
め
ぬ
ま

練り込み囃子･練り込み踊り･鼓
こ

前
まい

童
わら

衆
し

募集の種類 対　　　象 内　　　容

練り込み囃子

練り込み踊り

鼓前童衆

小学３年生以上
笛や太鼓を奏でながら
会場を踊り歩く

練り込み囃子のリズム
に合わせて踊る

提灯を片手に全体を
先導する

ちょうちん

一般市民

小学２年生以下

定員

なし

なし

40人

市税
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
分担金および負担金
使用料および手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
市債

28,352,813
2,221,787

130,981
47,189
48,223

1,621,766
42,343

616,697
815,495

2,582,799
45,000

843,806
882,298

4,741,874
2,079,154

78,116
10,078

1,169,070
2,366,724
3,651,348
3,699,900

56,047,461

予算現額(千円)
28,352,813

2,221,787
130,981

47,189
48,223

1,621,766
42,343

616,697
815,495

2,582,799
45,000

843,806
882,298

4,741,874
2,079,154

78,116
10,078

1,169,070
2,366,724
3,651,348
3,699,900

56,047,461

27,349,259
1,988,871

76,953
92,808
78,528

1,891,121
50,937

741,662
815,495

2,737,885
48,303

782,047
854,606

3,771,406
1,795,377

81,648
10,265

1,166,238
2,378,316
2,971,732
2,779,000

52,462,457

収入済額(千円)
96.5
89.5
58.8

196.7
162.8
116.6
120.3
120.3
100.0
106.0
107.3

92.7
96.9
79.5
86.4

104.5
101.9

99.8
100.5

81.4
75.1
93.6

執行率(％)

一
般
会
計
　
歳
入

歳　入　区　分

合　　　計

国民健康保険
市営競輪
下水道
公共用地先行取得
駐車場事業
老人保健
熊谷都市計画事業土地区画整理事業
農業集落排水事業

17,247,153
1,259,157
4,661,986

471,945
252,601

13,955,622
1,092,738

424,209
39,365,411

15,059,336
1,175,483
3,055,288

23,058
179,711

11,367,373
525,617
296,226

31,682,092

87.3
93.4
65.5

4.9
71.1
81.5
48.1
69.8
80.5

15,238,707
1,249,929
3,496,389

471,058
211,212

11,800,422
798,430
226,086

33,492,233

88.4
99.3
75.0
99.8
83.6
84.6
73.1
53.3
85.1

会　計　区　分 予算現額(千円) 収入済額(千円) 執行率(％) 支出済額(千円) 執行率(％)

合　　　計

特
別
会
計
　
歳
入
・
歳
出

一
般
会
計
　
歳
出

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
公債費
予備費

546,587
8,855,161

15,312,232
4,800,406

453,617
1,131,893
1,437,913
7,678,979
2,838,072
6,540,682
6,400,342

51,577
56,047,461

516,347
7,012,566

12,657,953
4,370,998

438,824
987,504
963,915

5,138,552
2,626,644
5,016,507
5,514,780

0
45,244,590

94.5
79.2
82.7
91.1
96.7
87.2
67.0
66.9
92.6
76.7
86.2

0.0
80.7

歳出区分 予算現額(千円) 支出済額(千円) 執行率(％)

合　　計

特別会計　歳入歳出予算の執行状況

一般会計　歳入歳出予算の執行状況

平成18年度予算の執行状況のあらましをお知らせします。
※出納整理期間(平成19年４月１日～５月31日)の歳入・歳出は含まれません。　　　◆財政課　3内線240

平成18年度財政事情の公表

はや　し

第16回めぬま祭り



本
年
６
月
１
日
現
在
に
お
け
る

受
給
者
・
児
童
の
状
況
等
を
把
握

す
る
た
め
、
現
況
届
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。
届
出
用
紙
は
６
月

初
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
こ
の
届
出

が
な
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
継
続
し
て

受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
・
場
所
等

※
出
張
所
と
30
日
の
受
付
で
は
、

児
童
手
当
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
の
現
況
届
の
提
出
以
外
の
手

続
き
は
行
え
ま
せ
ん
。

添
付
書
類
　
健
康
保
険
証
の
コ
ピ

ー
や
所
得
証
明
書
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
郵

送
書
類
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

郵
送
提
出
　
郵
送
に
よ
る
提
出
も

で
き
ま
す
。
同
封
の
返
信
用
封

筒
に
切
手
を
貼は

っ
て
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
こ
ど
も
課
　
3
内
線
２
９
２

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

市
で
は
、
満
３
歳
〜
５
歳
児
を

私
立
幼
稚
園
に
就
園
さ
せ
て
い
る

保
護
者
の
方
に
、
幼
稚
園
の
保
育

料
を
補
助
し
ま
す
。

詳
細
は
、
６
月
上
旬
に
幼
稚
園

を
通
じ
て
、
保
護
者
の
方
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

対
象
範
囲
　
市
内
に
居
住
す
る

(

住
民
登
録
が
あ
る)

世
帯
で
、

満
３
〜
５
歳
児
を
私
立
幼
稚
園

(

市
外
を
含
む)

に
就
園
さ
せ
て

い
る
保
護
者

※
平
成
19
年
度
に
納
付
す
べ
き
市

民
税
の
所
得
割
課
税
額
が
一
定

額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

・
満
３
歳
児
　
平
成
16
年
４
月
２

日
〜
平
成
17
年
４
月
１
日
生

で
、
満
３
歳
に
達
し
た
幼
児

・
３
歳
児
　
平
成
15
年
４
月
２
日

〜
平
成
16
年
４
月
１
日
生

・
４
歳
児
　
平
成
14
年
４
月
２
日

〜
平
成
15
年
４
月
１
日
生

・
５
歳
児
　
平
成
13
年
４
月
２
日

〜
平
成
14
年
４
月
１
日
生

※
満
３
歳
児
…
満
３
歳
に
達
し
た

幼
児
で
、
翌
年
の
４
月
を
待
た

ず
に
年
度
途
中
か
ら
幼
稚
園
に

入
園
す
る
園
児

補
助
額
　
平
成
19
年
度
に
納
付
す

べ
き
市
民
税
の
所
得
割
課
税
額

に
よ
り
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

な
お
、
年
度
途
中
で
入
園
・
退

園
・
転
出
し
た
方
は
月
割
り
で

の
支
給
と
な
り
ま
す
。

申
請
手
続
　
各
幼
稚
園
を
通
じ
配

布
す
る
「
保
育
料
等
減
免
措
置

に
関
す
る
調
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
お
早
め
に
幼
稚
園

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
19
年
１
月
２
日

以
降
に
熊
谷
市
に
転
入
し
た
方

は
、
前
住
所
地
の
住
民
税
課
税

証
明
書(

平
成
19
年
度
の
も
の

で
、
住
民
税
所
得
割
額
明
記
の

も
の)

を
添
付
し
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
教
育
総
務
課
　
3
内
線
３
８
２

受
給
対
象
者
　
本
市
に
居
住
し
、

父
も
し
く
は
母
ま
た
は
父
母
が

と
も
に
死
亡
し
て
い
る
義
務
教

育
修
了
前
の
こ
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
方

受
給
期
間
　
受
給
資
格
を
認
定
さ

れ
た
月
か
ら
義
務
教
育
修
了
前

ま
で
、
ま
た
は
受
給
資
格
を
喪

失
し
た
月
ま
で

手
当
額
　
こ
ど
も
１
人
に
つ
き
月

額
３，
０
０
０
円

な
お
、
受
給
資
格
更
新
の
た
め

に
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で

す
。
該
当
の
方
に
は
、
後
日
、
通

知
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
こ
ど
も
課
　
3
内
線
２
８
９

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

保
護
者
の
方
が
、
病
気
等
に
よ

り
、
家
庭
で
の
お
子
さ
ん
の
養
育

が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
場
合

に
、
お
子
さ
ん
を
児
童
福
祉
施
設

等
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

お
預
か
り
期
間
　
７
日
以
内

利
用
者
負
担(

１
日
あ
た
り)

◆
こ
ど
も
課
　
3
内
線
２
５
５

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

雑
草
が
盛
ん
に
繁
茂
す
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
農
地
に
雑
草
が

生
い
茂
る
と
、
病
害
虫
が
発
生
す

る
な
ど
、
周
り
の
農
地
や
住
宅
に

も
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
刈

り
取
り
や
耕
う
ん
な
ど
、
農
地
の

管
理
を
適
正
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
管
理
が
行
き
届
い
て
い

な
い
農
地
は
、
産
業
廃
棄
物
や
建

設
残
土
な
ど
の
不
法
投
棄
の
対
象

と
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

3
内
線
４
０
４

赤
城
山
の
家
で
は
、
年
間
を
通

じ
て
市
内
小
・
中
学
校
の
林
間
学

校
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
夏
休

み
期
間
中(

林
間
学
校
実
施
日
を

除
く)

、
子
ど
も
会
や
家
族
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
用
を
受
付
け

ま
す
。

周
辺
に
は
、
ボ
ー
ト
遊
び
や
魚

つ
り
な
ど
が
楽
し
め
る
「
大
沼
」、

神
秘
的
な
「
小
沼
」、
小
尾
瀬
と

呼
ば
れ
る
湿
原
の
「
覚か

く

満ま
ん

淵ぶ
ち

」
な

ど
が
あ
り
、
自
然
と
ふ
れ
あ
う
よ

い
機
会
で
す
。

◆
学
校
教
育
課
　
3
内
線
３
８
５
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標
語
「
納
め
よ
う
　
明
る
い
未
来
を
　
築
く
税
」

仙
田
沙
耶
さ
ん

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
現
況
届
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す

私
立
幼
稚
園
児
の

保
育
料
を
補
助
し
ま
す

子
ど
も
のシ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ

農
地
の
雑
草
は
ま
め
に

刈
り
取
り
ま
し
ょ
う

●
熊
谷
市
役
所
3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１
　
●
江
南
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
３
６-

１
５
２
１

く
ら
し
に
役
立
つ

情
報
が
い
っ
ぱ
い

【
今
月
の
開
庁
日
】

２
・
９
・
16
・
23
・
30
日

【
取
扱
時
間
】

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

【
取
扱
場
所
】

市
役
所

大
里
行
政
セ
ン
タ
ー

妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

江
南
行
政
セ
ン
タ
ー

【
取
扱
業
務
】

・
住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
登

録
の
証
明
書
の
発
行
業
務

・
印
鑑
登
録
業
務

・
税
関
係
の
証
明
書
の
発
行

業
務

・
市
税
の
収
納
業
務

・
県
収
入
証
紙
の
販
売
業
務

◆
行
政
改
革
推
進
室

3
内
線
２
１
６

土
曜
日
も

一
部
業
務
を
行
い
ま
す

都市計画道路は、都市の骨格を形成する重要な都市施設として、広域的かつ長期的な視点に立って定め
ています。
しかしながら、都市計画決定から長期間にわたり整備が行われていない路線も、数多く存在しているこ

とから、計画の見直しが全国で進められています。県と市では、平成17年度から平成18年度にかけて、見
直しを行う路線の選定を行いました(下記参照）。
都市計画決定の見直しを行う下記の８路線は、社会状況の変化を踏まえ、都市計画道路としての必要性

が変化したことから、計画を廃止するものです。平成19年度以降、廃止に向けた手続きを進めていきます。
※県・市ホームページにも情報を掲載しています。

◆都市計画課　3内線340

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

熊谷
地区

妻沼
地区

江南
地区

熊谷
行田線
石原駅
通線
新桐生
熊谷線
梶山
江波線
江波弥藤
吾新田線
登り戸
梶山線
御正新田
板井線
三本
須賀広線

250

570

2,670

1,480

1,800

1,690

2,960

710

11

18

16～18

16

16

16

16

16

60

60

42

42

42

42

33

33

一部
廃止

廃止

廃止

廃止

廃止

一部
廃止

廃止

一部
廃止

名　　称
都市計
画決定
年月日

計画延長
(ｍ)

計画幅員
(ｍ)

経過
年数
(年)

見直し
方針

種
別

市
道

県
道
県
道
市
道
市
道
県
道
市
道
市
道

S21.
10.５

S39.
８.20

S48.
３.13

都市計画道路の見直し

６/１(金)～29(金)

(土・日曜日を除く。)

８：30～17：15

と　き ところ

こども課(市役所２階)、各行政セ
ンター福祉課、中条・奈良・別府・
三尻・吉岡・星宮・久下・佐谷田・玉井・
大麻生の各出張所(※駅連絡所を
除く。）

６/30(土)

８：30～12：00

13：00～17：15

市役所１階ホール、
各行政センター福祉課

無
料

１
１
０
０
円

５
３
５
０
円

２
歳
未
満
児
童

無
料

１
０
０
０
円

２
７
５
０
円

２
歳
以
上
児
童

生
活
保
護
世
帯

市
町
村
民
税

非
課
税
世
帯

右
記
以
外
の
世
帯

，，

，，

知っていると安心な防犯対策

子どもを犯罪から守りましょう！
市内でも子どもが不審者に声をかけら

れるケースが発生しています。
犯罪が起こりやすい危険な場所は、

「不審者が入りやすく、周囲から見えに
くい場所」です。通学路や自宅の近くな
ど、子どもの行動範囲を一緒に確認し、
危険な場所では遊ばないように教えまし
ょう。

※「子ども安全パトロール」など、地域
ぐるみの防犯活動が広がっています。皆
さんの温かい目で子どもを犯罪から守り
ましょう。

◆安心安全課　3内線339

子どもの防犯キーワード
●「イカのおすし」●
・知らない人についていかない。
・知らない人の車にのらない。
・怖いときはおおきな声で
「助けて！」と叫ぶ。
・危険を感じたらすぐにげる。
・なにかあったら、すぐ大人にしらせる。

熊
谷
市
遺
児
手
当
制
度

納
期
限
＝
７
月
２
日(

月)

●
市
・
県
民
税(

第
１
期)

※
市
税
の
納
入
は
、
安
全
、

便
利
、
確
実
な
口
座
振
替

の
ご
利
用
を
。

※
納
税
相
談
は
、
随
時
窓
口

で
実
施
中
。

◆
納
税
課
　
3
内
線
２
５
９

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課

納
期
の
お
知
ら
せ(

６
月
分)

使
用
料

食
事
代

宿
泊

休
憩

夕
食

朝
食

昼
食

４
５
０
円

１
５
０
円

７
０
０
円

４
９
０
円

５
２
０
円

夏
休
み
を
「
赤
城
山
の
家
」

で
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か

江南地区

熊谷地区

妻沼地区



金
婚(

結
婚
50
年)

を
迎
え
た
ご

夫
婦
に
対
し
、
多
年
に
わ
た
り
社

会
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝

と
長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
表

彰
を
行
い
ま
す
。

対
象
　
平
成
19
年
６
月
１
日
現

在
、
夫
婦
と
も
市
内
に
住
所
を

有
し
、
平
成
19
年
度
内
に
結
婚

後
50
年
に
達
す
る
ご
夫
婦

申
込
み
　
各
地
区
敬
老
会
主
催
団

体
、
長
寿
い
き
が
い
課
、
各
行

政
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所
に
あ

る「
金
婚
表
彰
対
象
者
届
出
書
」

に
記
入
し
、
７
月
27
日(

金)

ま

で
に
、
長
寿
い
き
が
い
課
、
各

行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
長
寿
い
き
が
い
課
3
内
線
２
９
０

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

市
で
は
、
県
が
指
定
し
た
疾
患

(

指
定
疾
患)

に
か
か
っ
て
い
る
難

病
患
者
の
方
に
、
見
舞
金(

年
１

万
円)

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
登
録
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
疾
患
を
有
す
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
「
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
」・
「
指
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
」(

保
健
所
発
行)
な
ど

②
見
舞
金
は
、
口
座
振
込
み
と
な

り
ま
す
の
で
、
本
人
ま
た
は
保

護
者
名
義
の
銀
行
ま
た
は
農
協

の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

③
印
鑑

◆
障
害
福
祉
課
　
3
内
線
２
９
１

①
熊
谷
地
区
保
護
司
会
に
属
す
る

女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

②
県
保
護
観
察
所
や
保
護
司
会
等

の
指
導
助
言
を
得
て
、
女
性
の

立
場
か
ら
地
域
の
環
境
の
浄

化
、
犯
罪
予
防
や
明
る
く
住
み

よ
い
社
会
を
目
指
し
活
動
し
て

い
ま
す
。

③
犯
罪
者
や
非
行
少
年
の
立
ち
直

り
の
た
め
「
物
と
心
」
を
支
え

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

④
活
動
は
７
月
に
実
施
す
る
「
愛

の
募
金
運
動
」
に
よ
る
温
か
い

支
援
金
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
福
祉
課
　
3
内
線
５
０
９

梅つ

雨ゆ

の
時
期
に
な
り
ま
す
の

で
、
便
槽
ま
わ
り
、
臭
気
筒
な
ど

か
ら
便
槽
内
に
雨
水
が
入
ら
な
い

よ
う
、
点
検
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
無
臭
式
ト
イ
レ
を
ご
使
用
の
方

は
、
ト
イ
レ
の
構
造
上
、
便
槽

の
筒
に
し
尿
が
つ
ま
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
月
に
２
回
く
ら

い
バ
ケ
ツ
１
〜
２
杯
の
水
で
流

す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
転
出
、
転
居
お
よ
び
公
共
下
水

道
、
浄
化
槽
等
へ
の
移
行
に
よ

り
、
く
み
取
り
が
必
要
で
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
必
ず
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
環
境
衛
生
課
　
3
内
線
３
０
８

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
幼
虫

は
、
サ
ク
ラ
や
カ
キ
の
木
な
ど
の

葉
の
や
わ
ら
か
い
所
だ
け
を
た
べ

る
の
で
、
枝
・
葉
ご
と
切
り
落
と

し
て
処
置
し
て
く
だ
さ
い
。

幼
虫
が
広
が
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
薬
剤(

デ
ィ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
乳

剤
１
０
０
０
倍
液
な
ど)

を
人
や
動

物
、
農
作
物
な
ど
に
か
か
ら
な
い

よ
う
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
で
は
、
自
治
会
単
位
に
薬
剤

の
支
給
と
散
布
用
機
械
の
貸
出

し
を
し
て
い
ま
す
。

◆
環
境
衛
生
課
　
3
内
線
３
０
５

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課

旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て
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●
熊
谷
市
役
所
3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１
　
●
江
南
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
３
６-

１
５
２
１

標
語
「
や
め
よ
う
よ
　
ル
ー
ル
を
破
る
　
脱
税
は
」

堀
内
慎
太
郎
さ
ん
　

難
病
患
者
見
舞
金支

給
制
度

恩
給
欠
格
者
、

戦
後
強
制
抑
留
者
、

引
揚
者
の
皆
様
へ

難
病
患
者
見
舞
金支

給
制
度

金
婚
表
彰
を
行
い
ま
す

新熊谷市の魅力や可能性を広く市民に知っていただ
くため、歴史・文化・産業・自然環境・環境の分野か
ら19人の方を「熊谷学講師」として認定しました。
市民の皆さんに、聞きたい分野や内容を選んでい

ただき、皆さんの指定した場所へ講師が出向き、講
演します。
申込者　市内の自治会、長寿会、婦人会、子ども会、
PTA、公民館利用団体、小・中学校、高等学校ま
たは、市内在住・在勤・在学の方など10人以上の
グループ
講演内容　講演メニュー一覧表の中から受講したい
講演を選んでください。
会場確保　会場(市内に限る)の手配は、申込者であ
る皆さんにお願いします。
開催日時　ご希望の日時を設定してください(講師の
都合により、変更していただく場合もあります)。
費用　講師派遣の費用は、市が負担し、それ以外の
費用は申込者の負担となります。
申込方法　講師派遣要望日の１か月前までに「熊谷
学講師派遣申請書」を記入の上、持参またはＦＡ
Ｘで社会教育課(市役所６階)へ申込みください。
※申込書およびメニュー一覧表は、社会教育課、各
公民館に用意してあります。
◆社会教育課　3内線389 FAX525-9330

熊谷学講師資格保有者および講演メニュー一覧

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

馬場國夫
新　秀明
斎藤重郎
森田柊一
鈴木英全
福島茂徳
小池幹衛
来間平八
金子征男
稲村昌克
堀口健一
新島章夫
角田光男
染谷政示
　橋金一郎
飯島　一
野口紀和
井上和重
浜崎貴之

渡辺崋山と熊谷
廃仏毀釈と神葬祭
偉人根岸友山・武香父子、荒川の水害の歴史
熊谷・荒川区域の今昔
武蔵武士斉藤別当実盛、聖天さま
熊谷の偉人(ビデオ使用)
熊谷の歴史、熊谷の慈善家・吉田市右衛門宗敏
熊谷の歴史
熊谷の人物史
熊谷の歴史、民話
池上地区伝承文化について
うちわ祭について
文学から見た熊谷
熊谷染について
熊谷の魅力(水田農業)
養蚕技術、サカバザクラ

廃棄物の資源化
　　　　　　

歴史
歴史
歴史
歴史
歴史
歴史
歴史
歴史
歴史

歴史・文化
文化
文化
文化
産業
産業

産業・自然環境
産業・環境
産業・環境
産業・環境

講演メニュー
分野 演　　　題

No 氏　名

熊谷学講師を派遣します

輝く個性・限りない夢　熊谷市立女子高等学校
校長よりごあいさつ
市民の皆さんには、常日頃、本校に対しまして格別な

るご支援をいただき、誠にありがとうございます。
本校は、創立45年目の最終年度を迎えました。平成17

年度から定めた目指す学校像「育てます　思いやりの心
と規律ある態度」の実現に向けた取組みを強化し、３年
生全員が自信と誇りを持って卒業するとともに、それぞ
れの進路実現が図れるよう、より一層きめ細かな指導を
実施してまいります。
平成20年３月７日(金)には、第43回卒業証書授与式を挙

行し、最終学年の生徒を送り出します。翌、３月８日(土)
には、卒業生、旧職員、その他関係者の方々をお迎えし、
閉校式典を挙行し、併せて記念誌を刊行いたします。こ
れまでの間にお世話になった関係者の皆さんには厚くお
礼申し上げます。

最近の行事から
本年３月９日に第42回卒業証書授与式が行われました。

大勢の来賓の方々、保護者、在校生が見守る中、卒業生
一人ひとりに校長より卒業証書が授与されました。式の
最後に、卒業生と在校生が向き合って『旅立ちの日に』
等を合唱しました。在校生のいる最後の卒業式でした。
卒業生の皆さん、健康に気をつけて、それぞれの分野で
活躍してください。
４月９日、最終年度の第１学期始業式でした。校長は

「この一年の主役は皆さんです。貴重な経験が出来ること
を喜び、一年を楽しんでください。」、３学年主任は「皆
さんは本校に幕を下ろす役割を担っています。市女の最
後の卒業生として恥じない生活を送ってください。」と話
しました。新３年生76人が、最終学年としての自覚も新
たに新学期をスタートしました。
４月27日は離任式でした。今年
度は学年が一つになったため、多
くの教職員が異動になりました。
この日は転出･退職あわせて13人
の教職員が来校し、市女の思い出
を話したり、励ましの言葉を掛け
たりしました。吹奏楽部員の演奏
で花を添えました。

卒業生の皆さんへ
卒業時以降に氏名、住所等の変更があった方は、同窓

会事務局宛てハガキまたはFAXでご連絡ください（卒業
年・旧姓・新姓・旧住所・新住所・郵便番号等を明記）。
市立女子高校同窓会事務局　〒360-0811 原島315
FAX048-521-0052
また、閉校記念誌に載せる「思い出の記」を募集して

います（８月末日まで）。詳しくは、教頭までご連絡くだ
さい。
◆市立女子高校 3521-2878 http://www.kumaichijo.ed.jp

離任式

ドメスティック・バイオレンス(ＤＶ)のない社会に
～ひとりで悩まず相談を～

配偶者や恋人など親密な関係にある
者からの暴力のことで、次のような暴
力があります。
身体的暴力：殴る・蹴

け

るなど
精神的暴力：無視する、行動を監視す

るなど
性的暴力　：性行為の強要など
経済的暴力：生活費を負担しないなど
ＤＶの被害者は、多くの場合女性で

あり、女性は男性に比べて更に従属的
な状況に追い込まれます。背景には、
女性を男性より低く見る社会意識や性
別による固定的な役割分担意識・社会
の慣行、経済格差などがあります。

相談機関（女性・ＤＶ相談等）のお知らせ

◆男女共同参画室　3599-0011

月～土

日、祝日

月～土

日、祝日

月～金

月～金

相談機関名 受付日 受付時間 電話番号

048-600-6060

048-600-3800

523-2813

0120-381-858

526-0110

599-0015

婦人相談センター
ＤＶ相談室

(配偶者暴力相談支援
センター)
「With You さいたま」
埼玉県男女共同
参画推進センター

大里福祉保健
総合センター

犯罪被害
ホットライン

熊谷警察署
生活安全課

熊谷市男女共同参画
推進センター「ハートピア」

随時

10：00～20：30

10：00～17：00

10：00～20：30

10：00～16：30

９：00～16：00

８：30～17：15

９：00～17：15
月～金
第1・3土

ドメスティック・バイオレンス
（ＤＶ）とは

ＤＶでお悩みの方は相談機関の窓口へ相談してください。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
か
ら

大
切
な
緑
を
守
ろ
う

い
な
い
恩
給
欠
格
者
、
ソ
連
や
モ

ン
ゴ
ル
に
戦
後
、
強
制
抑
留
さ
れ

た
方
、
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の

地
域
か
ら
引
揚
げ
ら
れ
て
こ
ら
れ

た
方
の
「
ご
本
人
」
に
、
あ
ら
た

め
て
慰い

藉し
ゃ

の
念
を
表
す
た
め
、
内

閣
総
理
大
臣
名
の「
特
別
慰
労
品
」

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
等
を
受
け

た
方
、
書
状
等
の
請
求
を
し
な
か

っ
た
方
も
対
象
で
す
。

請
求
書
は
福
祉
課(

市
役
所
２

階)

、
各
行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

で
お
渡
し
し
ま
す
。
資
格
要
件
な

ど
の
お
問
合
せ
は
、
左
記
へ
。

◆
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金

3
０
１
２
０-

２
３
４-

９
３
３

い
い
明
日
は
　
仕
事
と
暮
ら
し
の

ハ
ー
モ
ニ
ー

６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
一

週
間
は
、「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

で
す
。

男
女
が
、
互
い
に
そ
の
人
権
を

尊
重
し
つ
つ
、
喜
び
も
責
任
も
分

か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な

く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
実

施
さ
れ
ま
す
。

◆
男
女
共
同
参
画
室

3
５
９
９-

０
０
１
１

く
み
取
り
便
槽
を

使
用
し
て
い
る
ご
家
庭
へ

更
正
保
護
女
性
会
の
ご
紹
介

男
女
共
同
参
画
週
間



７
月
１
日
か
ら
「
熊
谷
市
土
砂

等
の
た
い
積
の
規
制
に
関
す
る
条

例
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
条
例
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
５
０
０
㎡
以
上
３，
０
０
０
㎡

未
満
の
規
模
で
土
砂
等
の
た
い

積(

埋
立
て
、
盛
土
そ
の
他
の

土
地
へ
の
土
砂
等
の
た
い
積)

を
行
う
場
合
市
長
の
許
可
が
必

要
で
す
。

・
土
壌
基
準
に
適
合
し
な
い
土
砂

等
の
た
い
積
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
た
い
積
は
施
工
基
準
に
従
っ
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
違
反
者
に
は
２
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
を
科
し
ま
す
。

◆
廃
棄
物
対
策
課

3
内
線
３
２
７

平
成
19
年
１
月
１
日
に
現
存
す

る
住
宅
に
つ
い
て
、
平
成
19
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日

の
間
に
、
廊
下
・
階
段
・
浴
室
・

便
所
等
の
改
良
に
よ
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
を
行
い
、
そ
の
旨

を
３
か
月
以
内
に
工
事
明
細
書
や

写
真
な
ど
を
添
付
し
て
市
に
申
告

し
た
場
合
、
そ
の
住
宅
に
係
る
税

額
の
３
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま

す
。

居
住
者
の
要
件
　
65
歳
以
上
、
要

介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認

定
、
障
害
者
の
い
ず
れ
か
の
方

が
居
住
す
る
住
宅

減
額
の
対
象
　
１
戸
当
た
り
１
０

０
㎡
相
当
分
ま
で

減
額
の
要
件
　
１
戸
当
た
り
補
助

金
等
を
除
く
工
事
費
30
万
円
以
上

減
額
の
適
用
　
改
修
工
事
が
完
了

し
た
年
の
翌
年
度
分
の
み

◆
資
産
税
課
　
3
内
線
２
５
２

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課

道
路
上
の
立
看
板
、
置
看
板
、

生
垣
お
よ
び
植
木
鉢
な
ど
は
、
道

路
の
通
行
の
障
害
と
な
り
、
周
り

の
見
通
し
を
悪
く
す
る
な
ど
、
大

変
危
険
で
す
。

ま
た
、
埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例

に
違
反
し
た
は
り
紙
、
は
り
札
お
よ

び
立
看
板
等
は
市
が
撤
去
し
ま
す
。

マ
ナ
ー
を
守
り
、
道
路
上
に
は

障
害
物
等
を
出
さ
な
い
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
管
理
課
　
3
内
線
３
２
６

◆
維
持
課
　
3
内
線
５
４
１

平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
税

納
税
通
知
書
は
、
７
月
10
日(

火)

に
発
送
し
ま
す
。

第
１
期
の
納
期
限
　
７
月
31
日

(

火)

◆
保
険
年
金
課
　
3
内
線
２
４
８

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の

が
経
済
的
に
困
難
な
方
に
は
、
申

請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
、
保
険

料
が
免
除
に
な
る
「
申
請
免
除
」

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
の
種
類
・
全
額
免
除
・
四
分

の
三
免
除
・
半
額
免
除
・
四
分

の
一
免
除

※
全
額
免
除
以
外
が
認
め
ら
れ
た

場
合
は
、
２
年
以
内
に
残
り
の

保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
期

間
と
な
り
ま
す
。

申
請
免
除
の
ポ
イ
ン
ト

免
除
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
承
認
さ

れ
ま
す
が
、
遡そ

及
き
ゅ
う
期
間
は
申
請
月

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
申
請
が
遅
れ
る
と
、
そ

の
分
免
除
の
開
始
が
遅
れ
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

免
除
の
承
認
は
、
本
人
・
配
偶

者
・
世
帯
主
の
所
得
に
よ
り
決
定

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
は
、
天

災
・
失
業
・
事
業
の
廃
止
に
限
り

審
査
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
は
原
則
、
毎
年
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
年
金
課
　
3
内
線
２
７
７

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課

◆
熊
谷
社
会
保
険
事
務
所

3
５
２
２-

５
２
１
１

企
業
の
立
地
促
進
を
目
的
と
し

た「
熊
谷
市
産
業
立
地
促
進
条
例
」

は
制
定
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
こ
の
条
例
に
基
づ
き
奨
励
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
と
し

て
市
長
か
ら
指
定
さ
れ
た
事
業
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
福
田
計
器
㈱
　
・
㈱
マ
キ
電
資

・
日
栄
電
機
㈱
　
・
㈱
ダ
イ
ケ
ン

・
㈱
山
富
士
（
５
月
１
日
現
在)

◆
産
業
振
興
課
　
3
内
線
５
０
５

1415 市報くまがや　平成19年(2007)６月 市報くまがや　平成19年(2007)６月

●
熊
谷
市
役
所
3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１
　
●
江
南
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
３
６-

１
５
２
１

『
譲
っ
て
ほ
し
い
・
譲
り
ま
す
コ
ー
ナ
ー
』
登
録
受
付
中
　
▼
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
　
◆
市
民
活
動
推
進
課
　
3
内
線
２
８
６

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
の
申
請

【東コース】月・木曜日　【西コース】火・金曜日
ごみ袋…透明袋・半透明袋(レジ袋も可)
※薄くて破れやすい袋は使用しないでください。

※車両火災を防ぐために
内容物(ガス)が残っているスプレーカン・カートリッジ
ボンベが収集車の中で発火する事故が『不燃ごみの日』
に頻発しています。スプレーカン・カートリッジボン
ベは『ビンの日』に収集しますので、使いきってから
穴をあけ、ビンとは別にして透明袋で出してください。
※有害ごみ(蛍光管、乾電池、カガミ、体温計)は、市役所
(地下入口横)、各行政センター、登録された自治会館や
地区集会所などに設置してある回収箱へ出してください。

市内を５つの区域に分けて、それぞれ決まった曜日(毎
週１回)に収集します。
※お住まいの区域の収集日が何曜日に該当するのかは
「熊谷市くらしのカレンダー」30ページで確認できます
のでご覧ください。

平成19年３月31日をもって妻沼清掃センター(弥藤吾
547-1)は閉場しました。

3048－524－7121
30493－39－4802
3048－588－1321
3048－536－1521

◆
◆
◆
◆

環 境 美 化 セ ン タ ー
大里行政センター市民環境課
妻沼行政センター市民環境課
江南行政センター市民環境課

資源物(ビン)
資源物(ペットボトル)
不燃ごみ
資源物(カン)

種　　類 収　集　日
６/６(水)、７/４ (水)
６/13(水)、７/11(水)
６/20(水)、７/18(水)
６/27(水)、７/25(水)

燃えるごみの収集日

燃えないものの収集日

資源物(紙類)と粗大ごみの収集日

決められた日に、８時30分までに出してください。

［アグリパーク］
［物産センター］

６/16(土) 「麦とろの日」サービス
２階レストラン「サラダ館」で麦とろ御膳を注文した方先着
100人の方に花の苗をプレゼントします。

3567-1212 開設時間　10:00～18:00 ６月６日(水)休館
3588-0090 開設時間 ９:30～18:00 休館なし

と　き 催し・講習会 内　容・費　用

さつき盆栽展示

雑貨・衣類等のフリーマーケット

①ハンギング②寄せ植え
費用：各3,000円(昼食または軽食付)
各先着20人　※要予約

６/１(金)～３(日)

６/10(日)
９：00～17：00
６/16(土)
①10：30～
②14：00～

妻沼さつき盆栽会
花季展示会

フリーマーケット

ガーデニング
講習会

弥藤吾720

６/12(火)まで

６/14(木)～26(火)

６/30(土)
14：00～16：00

と　き 内　　容
ギャラリー　時田雅子絵画教室作品展
キャンドルナイト協賛
「ゆめたまごのキャンドル屋さん」
昔あそび　ベーゴマ、シャボン玉、スポーツ
吹き矢で遊ぼう

宮本町254(上熊谷駅隣)
3524-1722 水曜日休館

道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま

まちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがや

「
土
砂
等
の
た
い
積
規
制

条
例
」
が
改
正
さ
れ
ま
す

社会の変化により公共サービスに対する社会的
ニーズが多様化するとともに、少子高齢化等によ
り公共サービスだけでは、解決できない身近な課
題が発生しています。
協働のまちづくりとは、市民ができること、地
域でできること、行政が行うことという原点に戻
り、市民と行政が力を合わせ、地域づくり・まち
づくりを目指していこうというものです。
協働とは、市民・市民活動団体等と行政が、共通
の目標に向かって協力することです。市民一人ひ
とりが身近な課題を自分のことと考え、行動して
いくことが、協働のはじまりです。そして、市民
一人ひとりが自発的に活動することによって、元気
なまちはつくられます。
今、思いのある個人や

団体の活動・行動が、「ま
ちづくり」に求められて
います。
◆市民活動推進課　3内線330

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額

妻沼清掃センターは閉場しました

はかりの定期検査
はかり(計量器)の定期検査を下記の日程で実施します。取

引・証明に使用する「はかり(計量器)」は、定期検査が義務
づけられています。
なお、検査は有料となります。

受付時間　10時～15時（12時～13時は除く）
※宅配便取次店の計量器についても対象になります。
※電気式はかりは、巡回検査を行いますので、今回は対象外
です。
◆埼玉県計量検定所　3048-652-2171
◆商業観光課　3内線309

7/３(火)

４(水)

５(木)

６(金)

９(月)

10(火)

11(水)

12(木)

と　き 所　在　地

高柳44－3

中曽根654－1

弥藤吾2450

江南中央1－1

宮町2－47－1

JAくまがや玉井支店

大里行政センター

妻沼行政センター

江南行政センター

市役所駐車場

別
府
荘

3
５
３
２-

２
０
２
０

上
之
荘

3
５
２
５-

６
９
６
４

※
別
府
荘
、
上
之
荘
の
利
用
に

あ
た
り
ま
し
て
は
、
市
内
循
環

バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、
20
人
以
上
の
団
体
で
送
迎

バ
ス
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
直
接
施
設
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ひ
か
わ
荘
3
５
８
８-

２
６
０
０

江
南
荘

3
５
３
６-

５
６
０
０

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

６
月
の

　
休
所
日

７
月
の

　
休
所
日

開
所
時
間

入
浴
時
間

５
日(

火)

、
　
日(

火)

、

　
日(

火)

、
26
日(

火)

３
日(

火)

、
　
日(

火)

、

　
日(

火)

、
　
日(

水)

、

24
日(

火)

、
31
日(

火)

９
時
〜
　
時

　
時
〜
　
時

16

10

15

19

1210

17

18

６
月
の

　
休
所
日

７
月
の

　
休
所
日

開
所
時
間

入
浴
時
間

４
日(

月)

、
11
日(

月)

、

18
日(

月)

、
25
日(

月)

２
日(

月)

、
９
日(

月)

、

16
日(

月･

祝)

、
17
日(

火)

、

23
日(

月)

、
30
日(

月)

９
時
〜
16
時

(

ひ
か
わ
荘)

　
時
〜
　
時
30
分

(

江
南
荘)

　
時
30
分
〜
　
時

10

15

10

16

産
業
立
地
促
進
条
例

指
定
事
業
者
と
し
て
５
社

を
指
定
し
ま
し
た

道
路
は
み
ん
な
の
も
の
で
す

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

市政モニターが決まりました
市政モニター制度は、市民の皆さんの

建設的な意見・要望などを直接お聞き
し、市行政に反映させる制度です。
任期は平成20年３月31日までで、市内

小学校区から各１人ずつ、30人の方を委
嘱しました。 ◆広報広聴課　3内線212

(敬称略)

熊谷東
熊谷西
石　原
成　田
大　幡
佐谷田
大麻生
玉　井
久　下
熊谷南
中　条
吉　岡
別　府
三　尻
奈　良

氏　名小学校区
星　宮
桜　木
籠　原
新　堀
吉　見
市　田
長　井
　秦
妻　沼
男　沼
小　島
太　田
妻沼南
江南北
江南南

氏　名小学校区備
考

新

新

新

新

新

備
考

新井美智榮
御正山昌子
高 橋 純 子
佐々木匡美
井出英美子
沼 上 邦 子
飯 田 稔 子
富 田 直 子
棚 澤 義 明
　　美佐枝
中澤由実子
山 口 和 子
宮 本 廣 志
柳 澤 ま さ
田 邊 知 子

今村日登美
橋本美恵子
三 辻 律 子
森 田 啓 子
小 林 紘 子
深作まつ子
永 島 美 子
島 田 重 利
中島由美子
浅見 薫
野 村 孝 光
岩松 豊
白 石 守 司
福田三栄子
寺田由佳子

協働のまちづくり①
やりがい生きがい助け合い



と
き
　
６
月
30
月(

土)

と
こ
ろ
　
高
城
神
社

◆
商
業
観
光
課
　
3
内
線
３
１
２

費
用
　
３
０
０
円

定
員
　
50
人

申
込
み
　
当
日
、
星
渓
園
で
受
付

(

15
時
30
分
ま
で)

◆
江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー

3
５
３
６-

５
０
６
２

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

と
き
　
７
月
28
日(

土)

・
29
日(

日)

と
こ
ろ
　
赤
城
バ
ン
ガ
ロ
ー
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
森
の
家(

群
馬
県)

乗
り
物
　
バ
ス

定
員
　
先
着
50
人

費
用
　
１
人
５，
０
０
０
円

内
容
　
野
外
炊
事
・
野
外
活
動
・

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
　
な
ど

申
込
み
　
６
月
14
日(

木)

〜
29
日

(

金)

に
費
用
を
添
え
て
左
記
へ
。

※
青
少
年
相
談
員
と
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
け
る
20
歳
〜
30
歳
の

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
こ
ど
も
課
　
3
内
線
２
５
５

◆
学
校
教
育
課
　
3
内
線
３
８
３

と
き
　
６
月
20
日(

水)

10
時
〜
12
時

と
こ
ろ
　
県
立
東
松
山
養
護
学
校

(

東
松
山
市
野
田
１
３
０
６-

１)

内
容
　
授
業
公
開
お
よ
び
学
校
概

要
説
明

※
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
教
頭

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
県
立
東
松
山
養
護
学
校

3
０
４
９
３-

２
４-

２
６
１
１

と
き
　
７
月
３
日(

火)

10
時
〜
12
時

と
こ
ろ
　
県
立
熊
谷
養
護
学
校

(

川
原
明
戸
６
０
５)

内
容
　
授
業
の
様
子
、教
材
教
具
、

施
設
設
備
等
の
見
学

※
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
１
週

間
前
ま
で
に
、
教
頭
ま
た
は
教

務
主
任
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
県
立
熊
谷
養
護
学
校

3
５
３
２-

３
６
８
９

対
象
　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者

と
き
　
７
月
６
日(

金)

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
江
南
体
育
館

(

江
南
中
央
２-

３-

１)

内
容
　
親
子
遊
び
・
ミ
ニ
運
動

会
・
笹
の
葉
の
七
夕
か
ざ
り

費
用
　
無
料

定
員
　
先
着
80
組

申
込
み
　
電
話
で
左
記
へ
。

※
乳
児
を
お
連
れ
の
方
は
愛
育
会

の
方
が
保
育
の
お
手
伝
を
し
ま
す
。

◆
江
南
保
健
セ
ン
タ
ー

3
５
３
６-

１
５
２
１

と
き
　
７
月
８
日(

日)
(

小
雨
決
行)

集
合
　
観
音
山
龍
泉
寺
境
内(

三

ヶ
尻
３
７
１
２)

９
時

内
容
　
植
生
豊
か
な
観
音
山
の
夏

の
観
察
会
。

費
用
　
２
０
０
円(

保
険
代
等)

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
観
察
指
導
員

埼
玉
北
部
埼
玉
観
察
グ
ル
ー
プ(

宮
下)

3
０
９
０-

３
１
４
４-

１
５
９
２

わ
く
わ
く
野
あ
そ
び
隊

「
初
夏
を
感
じ
る

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
」

と
き
　
６
月
17
日(

日)

10
時
〜
12
時(

雨
天
中
止)

費
用
　
大
人
３
０
０
円

小
学
生
以
下
１
０
０
円

生
き
物
元
気
隊

「
森
づ
く
り
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
」

と
き
　
７
月
７
日(

土)
９
時
30
分
〜
12
時(

雨
天
中
止)

費
用
　
大
人
２
０
０
円

小
学
生
以
下
１
０
０
円

各
イ
ベ
ン
ト
共
通

と
こ
ろ
　
荒
川
大
麻
生
公
園

(

自
由
広
場
駐
車
場
に
集
合)

定
員
　
先
着
30
人

申
込
み
　
開
催
前
日
ま
で
に
電
話

で
左
記
へ
。

◆(

財)

埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会

3
０
４
８-

６
４
５-

０
５
７
０

と
き
　
６
月
23
日(

土)

19
時
〜
21

時
　
雨
天
の
場
合
、
24
日(

日)

と
こ
ろ
　
別
府
沼
公
園
日
本
庭
園
内

ホ
タ
ル
沢(

衛
生
セ
ン
タ
ー
南)

◆
熊
谷
市
別
府
ホ
タ
ル
愛
好
会

3
５
３
２-

３
５
８
９(

原
口)

3
５
３
２-

５
６
５
４(

井
口)

と
き
　
７
月
31
日(

火)

、
８
月
２

日(

木)

・
７
日(

火)

・
９
日(

木)
(

全
４
回)

10
時
〜
11
時

と
こ
ろ
　
緑
化
セ
ン
タ
ー
研
修

室(

２
階)

対
象
　
小
学
１
・
２
年
生

定
員
　
25
人(

抽
選)

講
師
　
外
国
人
講
師

費
用
　
２，
０
０
０
円

申
込
み
　
７
月
13
日(

金)

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ(

１
人
１
通)

に
講

座
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名(

ふ
り
が
な)

・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
左
記
へ
。

◆
広
報
広
聴
課
　
3
内
線
２
２
０

対
象
　
県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
35
歳
未
満
の
女
性

と
き
　
７
月
４
日(

水)

・
11
日

(

水)(

全
２
回)

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

と
こ
ろ
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員
　
先
着
20
人

受
講
料
　
無
料

準
備
品
　
ゆ
か
た
一
式

申
込
み
　
６
月
12
日(

火)

９
時
か

ら
電
話
で
左
記
へ
。

◆
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

3
５
２
３-

３
１
２
２

と
き
　
６
月
14
日(

木)

・
15
日

(

金)

・
22
日(

金)

・
28
日(

木)

・

29
日(

金)

、
７
月
６
日(

金)

の

18
時
15
分
〜
20
時
15
分

(

た
だ
し
、
６
月
14
日
の
み
18

時
５
分
〜
20
時
15
分)(

全
６
回)

と
こ
ろ
　
勤
労
会
館

内
容
　
労
働
基
準
法(

６
月
14
日

〜
29
日)

改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

(

７
月
６
日)

講
師
　
高
橋
賢
司
氏(

立
正
大
学

法
学
部
専
任
講
師)

費
用
　
無
料

定
員
　
先
着
60
人

申
込
方
法
　
指
定
の
申
込
書
、
電

話
で
左
記
へ
。

※
途
中
か
ら
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

◆
県
北
部
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

3
５
２
３-

２
８
１
７

◆
商
業
観
光
課
　
3
内
線
４
７
７

と
き
　
６
月
16
日(

土)

・
17
日

(

日)

の
２
日
間

と
こ
ろ
　
深
谷
市
産
業
会
館

受
付
　
６
月
１
日(

金)

〜
８
日

（
金)(

土
、
日
曜
日
は
除
く)

◆
熊
谷
市
消
防
本
部
予
防
課

3
５
２
２-

９
９
９
１

資
格
　
看
護
師
資
格
を
有
し
、
臨

床
経
験
５
年
以
上
の
方
、
年
齢

不
問
。

勤
務
場
所
　
熊
谷
市
医
師
会
看
護

専
門
学
校(

大
原
１-

５-

28)

◆
熊
谷
市
医
師
会
看
護
専
門
学
校

3
５
２
１-

３
９
０
６
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催
　
し

催
　
し

催
　
し

催
　
し

催
　
し

講
　
習

講
　
習

講
　
習

講
　
習

講
　
習

胎
内
く
ぐ
り

ゆ
か
た
着
付
講
習
会

小
学
生
の
英
会
話

親
子
キ
ャ
ン
プ

県
立
熊
谷
養
護
学
校

「
授
業
公
開
日
」

県
立
東
松
山
養
護
学
校

「
学
校
公
開
日
」

危
険
物
取
扱
者
試
験(

乙
種
第
４
類)

準
備
講
習
会

熊
谷
地
区
労
働
セ
ミ
ナ
ー

荒
川
大
麻
生
公
園

自
然
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト

観
音
山
夏
の
自
然
観
察
会

平
成
19
年
度

教
科
書
展
示
会

星せ
い

渓け
い

園え
ん

で
楽
し
い
お
茶
会

と
き

６
／
17(

日)

13
時
〜
16
時

松
風
庵

彦
根
慶
香
氏

(

宗
偏
流)

と
こ
ろ

講
師(

流
派)

展示
教科書

ところと　き

６/15(金)

７/4 (水)
〜

〜
６/６(水)

　 30(土) 小・中
高・特

小・中
・高

総合教育

センター

深谷支所

熊谷西

小学校

9:00~17:00
日曜日を除く

9:30~16:30
土・日曜日を除く

女
ひと

と男
ひと

のセミナー
男女が対等なパートナーとして、社会のあらゆる分野へ

参画し、均等に利益を享受でき、共に責任を担う男女共同
参画社会の実現に向け、様々な角度から学びます。
対象　市内在住・在勤・在学の男女

費用　2,500円程度(視察研修の際の昼食代等として)
※保育をご希望の方は申込みの際お申し出ください。
ただし、視察研修の日を除きます。
※視察研修のみの参加はできません。
申込み　電話で下記へ。

◆男女共同参画室　3599－0011

6/30 (土)
13：30

15：30
7/7(土)
13：30

15：30
7/12(木)
9：00

17：00
7/14(土)
13：30

16：00

開講式　<講義>
「税の知識でエンパワーメント」
　～税金から見る男女共同参画～
岡田佳子氏(税理士)
<講義・グループ討議>
「セカンド・ステージへの旅立ち」
　～団塊世代と男女共同参画～
蓼沼康子氏(城西大学女子短期大学部教授)
川口市男女共同参画コーナー
SKIPシティほか
費用 2,500円程度　
(昼食代・入館料・傷害保険料)
<講義・グループ討議>
「〈韓流〉から見えてくるもの」
　～韓ドラと新しい家族～
長谷川啓氏(城西大学女子短期大学部教授)
閉講式

1

2

3

4

40
人

40
人

30
人

40
人

テーマ・講師等 定員と　き回 会　場
男女共同参画
推進センター
「ハートピア」
会議室
男女共同参画
推進センター
「ハートピア」
会議室

視察研修

男女共同参画
推進センター
「ハートピア」
会議室

〜

〜

〜

〜

公民館生涯学習講座
対象　市民

講座の詳細につきましては、各公民館にお問合せください。
◆社会教育課　3内線394

522-5292

526-2452

524-5410

523-1136

525-1642

525-0252

521-0780

524-5411

523-0278

532-3987

532-3519

523-8565

532-6605

532-3656

清流学級

ふれあい教室

ふれあいを深める学習会

ふるさと講座

ふるさとすこやか講座

けやき・若草学級

いきいきふれあい学級

いきいきふれ合い講座

いきいき学級

あいの泉教室

みしり野学級

電　話公民館 講　座　名 電　話公民館 講　座　名

銀 座

桜 木

肥 塚

箱 田

上 石

荒 川

久 下

佐谷田

成 田

玉 井

大麻生

中 条

別 府

三　尻

536-1306

523-7975

525-3422

532-5514

533-8114

525-2145

0493-39-4808

588-0617

588-4949

588-1485

0276-38-5708

588-3924

588-2044

ふれあい学級

成人学級

ふれあい学級

ふれあい学級

ぽこあ・ぽこ

ふれあい学級

大里けやき学級

ときめき学級

あじさい学級

きらきら学級

はぐくみ学級

すこやか学級

吉 岡

太 井

星 宮

籠 原

新 堀

本 町

大 里

妻 沼

太 田

男 沼

小 島

長 井

秦

いちょう

い い

しらかば

銀杏の木学級

白樺学級

活き活き教室

うれしあい

嬉愛学級

第
９
回
ホ
タ
ル
祭
り

七
夕
ま
つ
り

「
星
に
願
い
を
こ
め
て
」

た
な
　
ば
た

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集

看
護
学
校
専
任
教
員
の
募
集



募
集
住
宅
　
籠
原
団
地
、
中
妻
団

地
、
籠
原
八
平
前
団
地
、
大
幡
団
地

申
込
資
格
　
次
の
条
件
を
す
べ
て

備
え
て
い
る
方

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

が
あ
る
こ
と

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

④
市
町
村
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤
入
居
希
望
世
帯
全
員
の
収
入
が

基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

申
込
み
　
６
月
12
日(

火)

〜
25
日

(

月)

に
建
築
課(

市
役
所
５
階)

へ
。

申
込
用
紙
の
配
布
　
申
込
用
紙
は

６
月
５
日(

火)

か
ら
建
築
課
、

大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
産
業
建
設

課
、
妻
沼
・
江
南
行
政
セ
ン
タ

ー
建
設
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

◆
建
築
課
　
3
内
線
３
３
７

と
き
　
７
月
27
日(

金)

８
時
45
分

市
役
所
玄
関
前
を
出
発

見
学
場
所
　
埼
玉
県
平
和
資
料
館

お
よ
び
丸
木
美
術
館(

東
松
山
市)

乗
り
物
　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２
台

定
員
　
先
着
50
人

費
用
　
無
料(

各
自
昼
食
を
用
意)

申
込
期
間
　
６
月
22
日(

金)

〜
29

日(

金)

に
電
話
で
左
記
へ
。

◆
庶
務
課
　
3
内
線
２
３
４

熊
谷
花
火
大
会

と
き
　
８
月
11
日(

土)

19
時
〜
21
時

※
順
延
の
場
合
は
12
日(

日)

、
18

日(

土)

、
19
日(

日)

の
順
で
開
催

し
ま
す
。

花
火
の
種
類
・
価
格
・
内
容

申
込
締
切
　
６
月
22
日(

金)

※
な
お
、
今
年
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
花

火
の
申
込
受
付
を
先
着
35
件
ま

で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
商
業
観
光
課
　
3
内
線
３
１
２

旅
行
先
で
熊
谷
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
、
熊
谷
市
へ
の
訪
問
を
勧
誘
し

て
く
れ
る
市
民
を
募
り
ま
す
。

対
象
　
夏
期
（
７
月
〜
９
月
）
に

市
外
に
旅
行
（
個
人
、
家
族
、

友
人
、
団
体
等
に
よ
る
旅
行
全

般
、
ツ
ア
ー
旅
行
等
も
含
む
）

を
す
る
予
定
が
あ
り
、
次
の
要

件
を
満
た
す
方

①
旅
行
先
の
人
の
集
ま
る
場
所

で
、
熊
谷
市
の
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
手
渡
し
で
配
布
し
、
熊

谷
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

②
「
あ
つ
い
ぞ
！
熊
谷
」
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
着
用
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
。

（
５
枚
ま
で
無
料
で
提
供
）

③
Ｐ
Ｒ
実
施
時
の
写
真
を
撮
っ
て

報
告
す
る
。

応
募
方
法
　
市
役
所
、
行
政
セ
ン

タ
ー
、
公
民
館
等
に
設
置
し
て

あ
る
応
募
用
紙
、
ま
た
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
用
紙
に

記
入
し
、
熊
谷
市
観
光
協
会

(

商
業
観
光
課
内
・
市
役
所
７

階)

に
提
出
。

募
集
期
間
　
随
時

◆
熊
谷
市
観
光
協
会(

商
業
観
光

課
内)

3
内
線
３
１
２

視
覚
障
害
者
の
た
め
の
録
音
図

書
を
パ
ソ
コ
ン
で
編
集
し
て
C
D

に
し
ま
す
。

対
象
　w

indow
s98se

以
降
の
O

S
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い

る
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方

で
、
ワ
ー
ド
が
あ
つ
か
え
る
方

説
明
会

と
き
　
６
月
29
日(

金)

と
こ
ろ
　
県
立
熊
谷
点
字
図
書
館

内
容
　
デ
イ
ジ
ー
録
音
図
書
の
説

明
、
編
集
の
仕
方
、
編
集
の
講

習
会
な
ど
に
つ
い
て

定
員
　
30
人

費
用
　
無
料

申
込
み
　
６
月
22
日(

金)

ま
で
に

電
話
で
左
記
へ
。

◆
県
立
熊
谷
点
字
図
書
館

3
５
２
５-

０
７
７
７

応
募
資
格
　
大
里
広
域
圏
内
に
在

住
で
40
歳
以
上
の
方

公
募
委
員
の
数
　
１
人

任
期
　
７
月
〜
平
成
22
年
５
月

応
募
方
法
　
電
話
で
左
記
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
　
６
月
29
日(

金)

◆
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
介

護
保
険
課
3
５
０
１-

１
３
３
０

入
会
で
き
る
方

・
大
里
地
域
内
の
中
小
企
業
に
勤

務
す
る
事
業
主
お
よ
び
従
業
員

・
大
里
地
域
外
の
中
小
企
業
に
勤

務
し
て
い
て
、
大
里
地
域
内
に

居
住
し
て
い
る
事
業
主
お
よ
び

従
業
員

会
費
　
１
人
１
か
月
　
５
０
０
円

主
な
事
業

○
給
付
事
業

結
婚
・
出
産
・
勤
続
祝
金
な
ど

○
福
利
厚
生
事
業

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ツ
ア

ー
・
紅
葉
狩
り
・
料
理
教
室
な
ど

○
各
種
利
用
補
助

遊
園
地
、
指
定
レ
ジ
ャ
ー
施
設

観
劇
・
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

◆(

財)

大
里
地
域
中
小
企
業
勤
労

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(

ワ
ー
ク
メ
イ
ト
大
里)

3
５
２
４-

６
６
５
５

受
付
　
第
３
回
、
第
４
回
と
も
６

月
25
日(

月)

〜
７
月
４
日(

水)

受
験
申
請
は
郵
送
で
す
。
願
書

は
左
記
に
あ
り
ま
す
。

◆
熊
谷
市
消
防
本
部
予
防
課

3
５
２
２-

９
９
９
１

対
象
　
昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
平

成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

第
１
次
試
験
日
　
９
月
９
日(

日)

申
込
み
　
６
月
26
日(

火)

〜
７
月

３
日(

火)(

土
・
日
曜
日
は
除
く)

※
申
込
書
の
請
求
・
問
合
せ
は
左
記
へ
。

◆
関
東
信
越
国
税
局

3
０
４
８-

６
０
０-

３
１
１
１

対
象
　
高
校
生
以
上

と
き
　
６
月
11
日
〜
７
月
２
日
の

月
、
水
、
金
曜
日(

10
日
間)

定
員
　
各
ク
ラ
ス
先
着
30
人

費
用
　
１，
５
０
０
円(

傷
害
保
険

料)

お
よ
び
入
場
時
に
屋
内
プ
ー

ル
利
用
券
等(

講
習
料
は
無
料)

申
込
み
　
６
月
４
日(

月)

〜
７
日

(

木)

に
費
用
を
添
え
て
左
記
へ
。

◆
熊
谷
運
動
公
園
屋
内
プ
ー
ル
事

務
室

3
５
３
３-

９
１
０
０

対
象
　
小
学
生
〜
一
般

と
き
　
６
月
18
日
〜
８
月
10
日
の

月
・
金
曜
日(

全
15
回)

19
時
〜

20
時
50
分

と
こ
ろ
　
武
道
館

定
員
　
先
着
30
人

参
加
費
　
中
学
生
以
下
１，
０
０
０
円

高
校
生
以
上
２，
０
０
０
円
（
保

険
代
等
）

申
込
み
　
参
加
費
を
添
え
て
左
記
へ
。

◆
市
体
育
協
会(

市
民
体
育
館
内)

3
５
２
５-

６
４
６
３

対
象
　
一
般
男
女

と
き
　
６
月
22
日
〜
７
月
６
日
毎

週
金
曜
日(

全
３
回)

10
時
〜
12
時

と
こ
ろ
　
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

(

ア
グ
リ
メ
イ
ト
）

参
加
費
　
５
０
０
円（
保
険
料
等
）

定
員
　
先
着
30
人

申
込
み
　
６
月
20
日(

水)

ま
で
に

参
加
費
を
添
え
て
市
レ
ク
協
会

事
務
局(

保
健
体
育
課
内)

ま
た

は
教
育
委
員
会
各
事
務
所
へ
。

◆
保
健
体
育
課
　
3
内
線
３
９
１

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

方(

初
心
者
歓
迎)

と
き
　
７
月
１
日(

日)

８
時
30
分
〜
12
時

と
こ
ろ
　
別
府
公
民
館

定
員
　
先
着
50
人

参
加
費
　
２
０
０
円(

当
日
持
参)

申
込
み
　
電
話
で
左
記
へ
。

◆
市
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会(

藤
井)

3
５
２
１-

３
７
１
３

◆
市
体
育
協
会(

市
民
体
育
館
内)

3
５
２
５-

６
４
６
３

対
象
　
市
内
小
学
１
〜
６
年
生
男
子

と
き
　
７
月
15
日(

日)

８
時
受
付
開
始

と
こ
ろ
　
熊
谷
運
動
公
園
相
撲
場

定
員
　
先
着
２
０
０
人

参
加
費
　
２
０
０
円(

保
険
代
等
）

申
込
み
　
６
月
12
日(

火)

〜
７
月

６
日(

金)

に
費
用
を
添
え
て
市

体
育
協
会
ま
た
は
、
保
健
体
育

課
、
教
育
委
員
会
各
事
務
所
へ
。

◆
市
体
育
協
会(

市
民
体
育
館
内)

3
５
２
５-

６
４
６
３

対
象
　
小
学
５
年
生
〜
一
般(

た

だ
し
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴)

と
き
　
８
月
３
日(

金)

夜
〜
４
日(

土)

定
員
　
先
着
40
人

参
加
費
　
１
万
円(

交
通
費
・
保

険
料
等)

た
だ
し
中
学
生
以
下

９
千
円

説
明
会

と
き
　
７
月
14
日(

土)

19
時
〜
21
時

と
こ
ろ
　
熊
谷
文
化
創
造
館
さ
く

ら
め
い
と

※
必
ず
説
明
会
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
　
６
月
14
日(

木)

〜
７
月

６
日(

金)

に
費
用
を
添
え
て
市

体
育
協
会
ま
た
は
、
保
健
体
育

課
、教
育
委
員
会
各
事
務
所
へ
。

◆
市
体
育
協
会(

市
民
体
育
館
内)

3
５
２
５-

６
４
６
３
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試
　
験

試
　
験

試
　
験

試
　
験

試
　
験

水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
開
催
中
　
◆
熊
谷
運
動
公
園
屋
内
プ
ー
ル
事
務
室
　
3
５
３
３-

９
１
０
０

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

「
あ
つ
い
ぞ
！
熊
谷
　

第
58
回
熊
谷
花
火
大
会
」

提
供
者
募
集

「
あ
つ
い
ぞ
！
熊
谷
」

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

介
護
保
険
運
営
協
議
会

委
員
の
募
集

危
険
物
取
扱
者
試
験

税
務
職
員(

3
種)

募
集

市
民
登
山

富
士
山(

富
士
宮
口
コ
ー
ス
）

わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

（
夏
場
所
）

レ
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

女
性
バ
レ
ー
ボ
ー
ル親

善
大
会

デ
イ
ジ
ー
録
音
図
書
編
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ワ
ー
ク
メ
イ
ト
大
里
　

会
員
募
集
中

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

少
林
寺
拳
法
教
室

（
武
道
館
・
第
２
期
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
講
習
会

種　類 価　格 内　容

メッセージを
プログラムに
掲載し、打上げ
前にその内容
を放送します。

企業広告をプ
ログラムに掲
載し、宣伝文を
打上げ前に放
送します。

7号玉

8号玉

10号玉

スターマイン

10号玉

スターマイン

23,000円

35,000円

50,000円

25万円～

50,000円

25万円～

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火

企
業
広
告
花
火

第
３
回

第
４
回

種
　
類

会
　
場
東
京
国
際
大
学

（
川
越
市
）

埼
玉
工
業
大
学

（
深
谷
市
）

７
月
29
日（
日
）
８
月
５
日（
日
）

と
　
き

全
　
類

全
　
類

「
平
和
バ
ス
」
参
加
者
募
集

県
民
総
合
体
育
大
会
参
加

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性

(

た
だ
し
、

学
生
を
除

く)

で
構
成

さ
れ
た
チ
ー
ム

と
き
　
７
月
29
日(

日)

と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館
ほ
か

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
５
０
０
円

代
表
者
会
議

と
き
　
７
月
18
日(

水)

10
時
〜

と
こ
ろ
　
商
工
会
館
３
の
３
会
議
室

申
込
み
　
７
月
６
日(

金)

ま
で
に

保
健
体
育
課
ま
た
は
教
育
委
員

会
各
事
務
所
へ
。

◆
保
健
体
育
課
　
3
内
線
３
９
２

対
象
　
65
歳
以
上
の
男
女

と
き
　
７
月
３
日(

火)

〜
31
日(

火)

の
火
・
金
曜
日
14
時
〜
16
時

と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館

内
容
　
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
主
体
の

筋
力
強
化
に
よ
る
生
活
体
力
、

健
康
増
進
方
法
の
実
習

定
員
　
30
人

受
講
料
　
４，
０
０
０
円
　(

初
回

時
持
参)

申
込
み
　
６
月
11
日(

月)

か
ら
電

話
で
左
記
へ
。

◆
市
体
育
協
会(

市
民
体
育
館
内)

3
５
２
５-

６
４
６
３

熊
谷
運
動
公
園
屋
内

プ
ー
ル
「
ア
ク
ア
ピ
ア
」

水
泳
教
室

対　象クラス と　き

初心者
クラス

初級Ａ
クラス

初級Ｂ
クラス

14：30

15：30

まったく
泳げない方

息つぎが
できない方

息つぎをして
25ｍ位泳げる方

15：30

16：30

は
つ
ら
つ
貯
筋

ち
ょ
き
ん

教
室



骨
の
健
康
教
室

〜
あ
な
た
の
骨
は
大
丈
夫
？
〜

「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
と
は
、
骨

が
弱
く
な
っ
て
骨
折
し
や
す
く
な

る
病
気
で
す
。
自
分
は
ま
だ
大
丈

夫
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

自
分
の
骨
の
状
態
を
知
る
た
め

に
、
ま
ず
は
骨
密
度
を
測
定
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

●各種相談 お気軽にご利用ください。（秘密厳守・無料）

弁護士

税理士

行政相談委員

司法書士
土地家屋調査士
行政書士
宅地建物取引主任者
建築士

消費生活相談員

嘱託職員

中小企業診断士

人権擁護委員

生活相談員・市職員

※相談時間は、午前中は12時まで、午後は13時からです。

コミュニティセンター
大里コミュニティセンター
妻沼行政センター（２階）
江南勤労福祉センター

６/１(金)・７/ 6（金）
６/８(金)・７/13（金）
６/15(金)・７/20（金）
６/22(金)・７/27（金）

結婚相談員 13：00～16：00

社会福祉協議会熊谷支所3521-2735

〃　　　大里支所30493-39-0471

〃　　　　妻沼支所3588-2888

〃　　　　江南支所3536-7310

毎
月
第
3
金
曜
日
は
「
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
日
」、
毎
月
第
3
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」
で
す
。

（注１）6月の行政書士相談は、農地転用、開発行為等、遺産分割協議書、遺言についてです。
　　　　7月の行政書士相談は、遺産分割協議書、遺言、自動車登録、自動車相続、車庫証明関係についてです。

月～金曜日、第1・3土曜日
（祝日を除く）

7 /19（木）

6 /22（金）・7 /20（金）　

6 /13（水）・20（水）
7 /11（水）・18（水）

●教育上の悩みや不安について
　電話教育相談教育研究所　
　3524-1111　内線383
●ひとりで悩まないで相談しませんか
　青少年相談総合センター（県）　
　3048-830-3025
●非行・家庭内暴力・犯罪・いじめなど
　毎週火・金曜日　9：00～16：00
　北部少年サポートセンター熊谷相談室
　（埼玉県警）　
　3524-4016

●子育て・青少年に関する悩みごと、児童虐待について
・子どもあんしんダイヤル　
 3527-2700（家庭児童相談室直通）
　　心理カウンセラー（臨床心理士）による相談日
　　6月22日（金）・7月20日（金）
　　9：00～16：00（要予約）
・熊谷児童相談所（県）　3521-4152
●いま、いじめで悩んでいる君へ
　教育110番　3525-7830（直通）
●不登校に関する悩みごと
　さくら教室電話相談（月曜日休）3523-1570（直通）

◆男女共同参画推進センター「ハートピア」相談室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3599-0015

電話・面接相談

弁護士による相談
（要予約）
臨床心理士による相談
（要予約）
保健師による相談
（要予約）

09：00～17：15

13：30～15：00

09：00～16：00

13：30～15：30

相　談　名 　　　　　　相　談　日 　　　　 時　　間

北部地域創造センター
　　　　 　　　3522-6506

　　　〃　 　　3521-7300

消費生活支援センター熊谷
　　　　　　　3524-0999
北部産業労働センター
　　　　　　　3523-2817
さいたま地方法務局熊谷支局
　　　　 　　　3524-8805

弁護士
県民相談員
交通事故相談員

消費生活相談員

弁護士

人権擁護委員

第１・３水曜日（祝日を除く）

　　　　　

　　　　　

第１～４金曜日（祝日を除く）

毎週水曜日（祝日を除く）

13：00～16：00（要予約）

　

9：30～16：00

10：00～12：00
　（要予約）

9：00～16：00

埼玉県北部地域創造センター
　（県熊谷地方庁舎内）

埼玉県消費生活支援センター熊谷

埼玉県北部産業労働センター
　（県熊谷地方庁舎内）

さいたま地方法務局熊谷支局

特許情報活用支援
アドバイザー ６/８(金) 13：00～17：00 埼玉県産業技術総合センター

北部研究所（末広2-133）
知的財産総合支援センター埼玉
　　　　　　3048-647-4245

相　談　名

法 律

税 務

行 政

登 記

行政書士（注1）
不 動 産
住 宅

消 費 生 活

一 般 相 談
金融よろず相談
(中小企業向け)

生 活 相 談

相　談　員 相　談　日
６/７(木)・21(木)
７/５(木)
6/14(木)・28(木)
7/12(木)

６/14(木)・７/12(木)

６/20(水)・７/18(水)

６/１(金)・７/５(木)

６/１(金)・７/19(木)

６/１(金)・７/５(木)

６/11(月)・７/９(月)

６/４(月)・７/２(月)
６/19(火)・７/17(火)
６/26(火)・７/24(火)
毎週月・火・水・金曜日
(祝日を除く）
月～金曜日(祝日を除く)

6/1(金)・7/6(金)

６/１（金）・７/５（木）
６/１（金）・７/12（木）

６/13（水）
６/27（水）
７/４（水）

時　　間

13：00～16：00
（要予約）

13：00～16：00

0
9：00～12：00

10：00～16：00

0

0
9：30～16：00

８：45～17：00

13：00～16：00
(要予約)

13:30～16:30

場　　　　　所 問　　合　　せ

市民相談室(市役所1階)

妻沼行政センター(2階)

市民相談室(市役所1階)

市民相談室(市役所1階)

大里コミュニティセンター

妻沼行政センター(2階)

江南勤労福祉センター

市民相談室 (市役所1階 )

大里コミュニティセンター
商工会館　　　　　　　
めぬま農業研修センター
江南勤労福祉センター
今井集会所（今井 1395)
箕輪集会所（箕輪305-1)
新島集会所 (石原 1 3 4 )

市民相談室
　3524-1111 内線460・461
妻沼行政センタ－総務税務課
　3588-1321 内線305
市民相談室
　3524-1111 内線460・461
市民相談室
　3524-1111 内線460・461
大里行政センタ－総務税務課
　30493-39-0311
妻沼行政センタ－総務税務課
　3588-1321 内線305
江南行政センター総務税務課
　3536-1521

市民相談室
　3524-1111 内線460・461

　〃　　　　 内線283

　〃　　　　　内線460・461
商業観光課
　3524-1111 内線467

人権政策課
　3524-1111 内線356

人権政策課
　3524-1111 内線262

子どもの電話相談子どもの電話相談

結　婚　相　談

法　　　 律（県)

県 民 相 談（県)
交通事故相談（県)

消費生活相談（県)

労 働 相 談（県)

常 設 人 権（国)

特許・商標相談会（県

　配偶者からの暴力(ＤＶ)を中心に、暴力被害に伴う夫婦

間の問題など、男女共同参画社会の実現を阻む要因となる

問題の悩みをお聞きし、いっしょに考えます。

男女共同参画推進センター相談のご案内

10：00～15：00

暮らしの
アドバイス

9：00～16：00

特設人権相談

月～金曜日（祝日を除く）

内線162

13：00～16：00
09：00～12：00
13：00～16：00

６/１（金）・8/16（木）
６/１（金）・8/ 2（木）
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対
象
　
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
女

性
市
民

と
こ
ろ
　
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　
先
着
70
人

費
用
　
無
料

申
込
み
　
電
話
で
左
記
へ
。

※
骨
粗
し
ょ
う
症
治
療
中
の
方

は
、
主
治
医
と
ご
相
談
の
上
、

申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

助
産
師
の
な
ん
で
も
フ
ァ
ミ
リ
ー

相
談
室
「
ほ
ん
わ
か
」

対
象
　
妊
娠
中
、
子
育
て
中
の
ご

家
族
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
大
歓
迎

と
き
　
６
月
17
日(

日)

10
時
〜
12

時(

受
付
９
時
30
分
よ
り)

と
こ
ろ
　
大
原
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー(

円
光
２-

９)

内
容
　
①
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

(

バ
ス
タ
オ
ル
持
参)

②
個
別
相
談(

家
族
み
ん
な
で
リ

ラ
ッ
ク
ス)

費
用
　
１
家
族
に
つ
き
保
険
料
１

０
０
円
、
資
料
代
３
０
０
円
、

①
に
関
し
て
は
オ
イ
ル
代
５
０

０
円
実
費
徴
収(

予
約
不
要)

◆
熊
谷
助
産
師
会
　

０
９
０-

３
４
３
７-

８
４
３
４

(

月
〜
金
９
時
〜
17
時)

●熊谷市休日・夜間急患診療所　（所在地：大原1ー5ー36）

休日診療　診療日　6/3・10・17・24　7/1・8・15・16・22・29

◎内科・小児科　3525－2720

受付時間９：00～ 11：00
　　　　13：00～ 15：00

診療時間９：00～ 12：00
　　　　13：00～ 16：00

◎歯科　3525－2721

受付時間９：00～ 11：00
診療時間９：00～ 12：00

夜 間 診 療
(診療日毎日)

◎内科・小児科　3525－2720 受付時間 19：00～ 21：30
診療時間 19：30～ 22：00

熊谷市休日・夜間急患診療所
(母子健康センターに併設)

●

●

●

と
　
き

２日目 １日目

内
　
容

骨
密
度
測
定

(

申
込
時
に
日
時
を

決
め
ま
す
。)

骨
密
度
測
定
結
果

説
明(

医
師
、栄
養
士
に
よ

る
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の

講
話
、カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く

含
む
料
理
の
紹
介
・
試
食)

６
／
20(

水)

　
９
時
〜
11
時

６
／
19(

火)

　
９
時
〜
11
時

６
／
27(

水)

　
14
時
〜

　
15
時
30
分

■乳がん・子宮がん検診が医療機関でも受けられます

[実施医療機関(50音順)］

●「※」は、従来どおり熊谷保健センターでも受診できます。
●検診は各地区保健センターか医療機関のどちらか１回に限ります。
●受診券が届いたら、あらかじめ医療機関へ電話予約してください。
●平成19年度の検診対象者ではない方で、平成18年度に受診できなかった方は受診できますので、熊谷保健センターへ申込みください。

●医療機関での乳がん検診は視触診のみとなります。

種　　別 対　象　者 実施日費用 申　込　方　法

医療機関名

岡田医院
荻原外科胃腸科医院
籠原病院
熊谷外科病院
熊谷市民産婦人科医院
熊谷総合病院
小林医院
さめじまボンディングクリニック
瀬山産婦人科医院
田村産婦人科医院

拾六間273
弥藤吾2192
美土里町3-136
佐谷田3811－1
箱田6-4-4
中西4-5-1
村岡535-1
太井1681
美土里町2-206-1
三ヶ尻2761

533-4666
588-6311
532-6717
521-4115
521-7266
521-0065
536-8888
526-1103
532-6868
533-1011

ティアラ21女性クリニック
ティーエムクリニック
藤間病院
中山産婦人科クリニック
野口医院
平田クリニック
宗久産婦人科クリニック
森医院
山崎外科胃腸科
レディースクリニック公園通り

筑波3-202
三ヶ尻48
末広2-137
戸出1047-5
鎌倉町3
肥塚4-205
善ヶ島1351-1
石原100-1
本町1-24-1
上中条804

527-1122
533-8836
522-0600
525-2678
521-1112
526-1171
588-5270
523-4771
521-0105
599-2001

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○

○

○
○

○
○
○
○

○
○

○

電話番号 乳がん 子宮
がん

※乳がん検診(視触診)

※子宮がん検診 (頸部)

※子宮がん検診

(頸部＋体部)

けい

上記◎の方で、６か月以内に不正出血があり、次
のいずれかに該当する方　①50歳以上②閉経後
③妊娠の経験がなく月経が不規則

電話で9月28日(金)までに、
熊谷保健センターへ申込み
ください。
受診券は後日郵送します。

7／2(月)

10／31(水)

40歳以上で平成19年４月１日現在、偶数年齢の女性市民 700円

1,700円

2,500円

◎20歳以上で平成19年４月１日現在、偶数年齢の女性市民

所在地 医療機関名 電話番号 乳がん 子宮
がん

〜

所在地

熊谷保健センター 3０４８-５２６-５７３７
〒360-0014 箱田1-2-39

大里保健センター 3０４９３-３９-１１１５
〒369-0107 向谷373-1

妻沼保健センター 3０４８-５８８-１５１６
〒360-0292 弥藤吾2441-1

江南保健センター 3０４８-５３６-１５２１
〒360-0192 江南中央1-1

母子健康センター 3０４８-５２５-２７２２
〒360-0812 大原1-5-36

在宅ケアセンター 3０４８-５２６-１２５６
〒360-0812 大原1-5-36

健康づくり課　
3０４８-５２８-０６０１
〒360-0014 箱田1-2-39



新学期になると、どの学級でも歯科検診が行われます。
お子さんの歯並びを気にする親

おや

御
ご

さんを多いように思う
ので、今回は歯並びの話(歯列不正)について述べたいと
思います。
①乱ぐい歯(永久歯の萌

ほう

出
しゅつ

スペース不足で歯並びが凸凹
でこぼこ

全
児童の７％　前歯が交

こう

叉
さ

してロックしていると、顎
あご

を
自由に動かせず、結果的に顎

あご

の発達障害を起こします。
②出っ歯(いわゆる出っ歯と下顎が引っ込んでいるケー
ス)全児童の２％　指しゃぶり、鼻づまりによる口呼吸、
唇の力不足などが原因のことがあります。
③受け口(反対咬合

こうごう

)全児童の５％　上下の前歯が反対の
咬
か

み合わせになっていると、普通の咬み方では、上
うわ

顎
あご

に力が加わりにくいので発育が貧弱になり顔つきも特
徴的なものになってしまいます。
④交叉咬合(奥歯が左右にかたよった咬み合わせ)
顎のずれ、関節のずれ、顔の変形につながるので出来

るだけ早めに治療すべきです。
⑤過

か

蓋
がい

咬合(上下の咬み込みが著しく深い状態)全児童の
１％
⑥開咬

かいこう

(⑤と逆で前歯が咬み合わないケース)全児童の
１％　指しゃぶり、舌を前に出す癖、舌をかむ癖、飲
み込む際の癖によって起こります。
年齢を経るにつれ骨格的なものになってきます。
⑦すきっ歯
⑧先天

せんてん

欠如
けつじょ

(永久歯がもともと足りないので、すきっ歯に
なることがあります。)

いい顔になるためには、噛
か

むという運動を通して顎を
育てなければなりません。
お子さんの歯並びが少しでも気になったら、年々悪く

なる第一歩かも知れません。
手遅れにならないよう早めに相談されることをお勧め

します。
大人になって治療するよりも、見た目だけではなく、

口、顎、歯の正しい使い方を身に着けることで矯正治療
後の後戻りを減らし、かたちと使い方のマッチした歯並
びを得ることが出来ます。

熊谷市歯科医師会　田中治男

2223 市報くまがや　平成19年(2007)６月 市報くまがや　平成19年(2007)６月

■成人健(検)診事業
※健(検)診は各地区保健センターともに同じ内容になっていますので、お住まいのある各地区保健センターでの
　受診をお願いします。

※基本健康診査につきましては、前年度もしくは前々年度に受診された方および4月1日現在で40歳の方にご案内します。
　案内通知該当地区：本町・仲町・星川・鎌倉町・弥生・宮町・末広・筑波・銀座・中央・石原(丁目)・上之・上川上・中西・大麻生・
　　　　　　　　　　小島・広瀬・川原明戸・武体・瀬南・佐谷田・平戸・戸出・問屋町
※大里・妻沼・江南保健センターから問診票が届いた方は、申込手続が不要です。
※通知の届かなかった方で受診を希望される方は、電話またはハガキで各地区保健センターへ申込みください。

事　　業 対　象　者 実　施　日 実施場所 費　　用

基本健康診査

肺がん検診

大腸がん検診

40歳以上で、職場等での
健(検)診機会のない市民
※肝炎ウイルス検査：
４月１日現在、40歳の方
※前立腺がん検診：
　50歳以上の男性

毎週月・火・木曜日 熊谷保健センター

大里保健センター

基本健診：1,300円
肝炎ウイルス検査：700円
前立腺がん検診：900円
肺がん検診：無料
(必要により喀たん検査：500円)

大腸がん検診：500円

かく

事　　業 対　象　者 実　施　日 実施場所 費　　用

事　　業 対　象　者 実　施　日 実施場所 費　　用

事　　業 対　象　者 実　施　日 実施場所 費　　用

事　　業 内　　容 実　施　日　時

事　　業 対象者 内　　容

乳がん検診
40歳以上で、平成19年4月
1日現在、偶数年齢の女性
市民(２年に１回受診)
子宮がん検診
20歳以上で、平成19年4月
1日現在、偶数年齢の女性
市民(２年に１回受診)

熊谷保健センター

乳がん検診
1,800円（40～49歳）
1,000円（50歳以上）
子宮がん検診
600円

乳がん検診

子宮がん検診

（頸部）
けい

毎週金曜日

7／12(木)・13(金）
　 17(火)・18(水)

8／21(火) ~ 24(金)

7／30(月) ~ 8／1(水)

7／19(木)

7／20(金)

7／２(月) ~６(金)・９(月)

7／23(月) ~ 28(土)

※受診を希望される方は、電話またはハガキで熊谷保健センターへ申込みください。
※平成19年度の検診対象者ではない方で、平成18年度に受診できなかった方は受診できますので、熊谷保健センターへ申込みください。

胃がん検診 40歳以上で、職場等での
検診機会のない市民

毎週月・金曜日 熊谷保健センター

大里保健センター

7／10(火)・11(水） 長井公民館

妻沼保健センター

妻沼保健センター

江南保健センター

7／23(月) ~ 27(金) 江南保健センター

農村センター

農業総合センター

900円

※受診を希望される方は、電話またはハガキでお住まいのある各地区保健センターへ申込みください。
※大里・妻沼・江南保健センターから問診票が届いた方は、申込手続が不要です。
※大里・妻沼・江南保健センターでは、平成19年度から胃がん検診は単独検診になり、大腸がん検診は基本健康診査と合わせて実施する
　ことになりました。そのため、検便は基本健康診査時にお持ちいただくことになりました。

歯科健康診査 市　民 7／11(水)（申込制）熊谷保健センター
無料（歯の撮影をする
場合は200円）

■相談・教室等

健康相談

血圧測定
保健師による健康相談
栄養士による栄養相談

血圧測定
保健師による健康相談

7／4(水)・11(水）
　18(水)・25(水)
※栄養相談は要予約

7／ 6(金)
7／12(木)
7／13(金)
7／13(金)

7／13(金)

7／11(水)・25(水）

10：00～11：00

熊谷保健センター
大里保健センター
妻沼保健センター
江南保健センター
上之荘
ひかわ荘
別府荘
江南荘

熊谷保健センター

女性健康相談

心の健康相談

女性市民

本人および
家族

保健師による健康相談
臨床心理士・保健
師による相談

実施場所

実施場所実　施　日　時

14：00～15：00

９：45～11：30
電話で申込みください。

■熊谷保健センター　3０４８-５２６-５７３７　■大里保健センター　3０４９３-３９-１１１５
■妻沼保健センター　3０４８-５８８-１５１６　■江南保健センター　3０４８-５３６-１５２１

健 康 ナ ビ健 康 ナ ビ健 康 ナ ビ健 康 ナ ビ健 康ナビ健 康ナビ健 康ナビ
歯並びの話(歯列不正)

●
夜
間
急
患
診
療(

毎
日)

内
科
・
小
児
科
　
3
５
２
５-

２
７
２
０
　
受
付
時
間
19
時
〜
21
時
30
分
・
診
療
時
間
19
時
30
分
〜
22
時

■母子保健事業
※乳幼児健診の該当者には通知します。　※大里地区の乳幼児健診については８月の実施になります。

事　　業 対象地区 対　象　者　等 実　施　日　時 実　施　場　所

乳児健診

1歳6か月児健診

平成19年2月1日～15日生まれの乳児

平成19年2月・3月生まれの乳児

平成19年2月16日～28日生まれの乳児

平成17年12月1日～15日生まれの幼児

平成17年12月16日～31日生まれの幼児

13：30～
　14：00受付

13：30～
　14：00受付

13：30～
　14：00受付

10：00～
　　　12：00

９：00～
　　　17：00

10：30～
　 11：30

受付
　12：30～
講義
　13：00～
　　16：00頃

9：30受付

7/３(火)

7/６(金)

7/13(金)

7/17(火)

7/13(金)

7/13(金)

7/５(木)
12(木)
19(木)

7/３(火)
10(火)
24(火)

20(金)

17(火)

11(水)

11(水)

24(火)

31(火)

27(金)

10(火)

母子健康センター

母子健康センター

母子健康センター

江南保健センター

江南保健センター

大里保健センター

母子健康センター

母子健康センター

妻沼保健センター

妻沼保健センター

妻沼保健センター

妻沼保健センター

妻沼保健センター

平成17年11月・12月生まれの幼児

３歳児健診

ママパパ教室

平成17年11月・12月生まれの幼児

平成16年1月1日～15日生まれの幼児

平成16年1月16日～31日生まれの幼児

平成15年12月・平成16年1月生まれの幼児

いきいきママの
子育て教室

わくわくひろば
開放日

なかよくあそぼう会

熊谷地区

熊谷地区

妻沼地区

妻沼地区

妻沼地区

江南地区

平成15年12月・平成16年1月生まれの幼児江南地区

熊谷地区

全　　域

全　　域

全　　域

全　　域

平成18年11月・12月生まれの第1子を持
つ母親を対象に離乳食や歯の話、絵本の
読み聞かせ等
※6月26日(火)から電話で申込み。先着30組

市民の方で初妊婦と夫を対象に妊娠中お
よび出産・育児についての準備講座で1コ
ース3日間です。
※妊婦さんの体調の良い時であればいつ
　でも参加できます。
※電話で申込み。先着25組
※持ち物：母子健康手帳、筆記用具

乳幼児を対象にロビーを遊び場として開
放します。

乳幼児を対象とした母子愛育班による
あそびの会

■母子健康センター　3０４８-５２５-２７２２　■大里保健センター　3０４９３-３９-１１１５
■妻沼保健センター　3０４８-５８８-１５１６　■江南保健センター　3０４８-５３６-１５２１

きょうせい ち りょう



対象　０～６歳程度
とき　毎週木曜日
15：30～16：00
ところ　おはなし室

対象　小学生
とき　６月２日(土)、７月７日(土)

14：00～14：30
ところ　おはなし室
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図書館 http：//www.kumagayalib.jp/
［携帯対応］ http：//www.kumagayalib.jp/mobile/

3525-4551・FAX525-4552
〒360-0036 桜木町2-33-2熊谷図書館
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６月４日(月)～11日(月)は特別整理のため４図書館とも休館します。

〔６月の休館日〕毎週月曜日、第１金曜日、5日(火)～10日(日)
〔７月の休館日〕毎週月曜日（16日を除く）、第１金曜日、17日(火)3588-6878・FAX588-6054

〒360-0202 妻沼東1-1妻沼図書館 〔６月の休館日〕毎週月曜日、5日(火)～10日(日)、29日(金)
〔７月の休館日〕毎週月曜日、31日(火)

3536-6303・FAX536-6377
〒360-0107 千代325-1江南図書館 〔６月の休館日〕毎週月曜日、第1金曜日、5日(火)～10日(日)

〔７月の休館日〕毎週月曜日（16日を除く）、第１金曜日、17日(火)

30493-36-1126・FAX0493-39-0066
〒369-0101 津田1-1大里図書館 〔６月の休館日〕毎週月曜日、第１金曜日、5日(火)～10日(日)

〔７月の休館日〕毎週月曜日（16日を除く）、第１金曜日、17日(火)

対象　４歳以上の１人でおはなし
が聞ける子
とき　６月16日(土)
14：00～14：30

ところ　集会室
(大里生涯学習センター)

対象　幼児～一般

とき　６月23日(土)
10：30～11：45
ところ　文化ホール
(大里生涯学習センター)
内容　「美女と野獣」「田舎のね
ずみと街のねずみ」

対象　一般成人

時間　13：30～16：00
ところ　第一講座室(４階)
定員　先着90人
費用　無料
申込み　電話で下記へ。
◆美術、郷土係

「直実・蓮
れん

生
せい

を学ぶ会」では、
熊谷次郎直実(法力房蓮生法師)と
その時代に関する講演会を開催します。
とき　７月７日(土)10：00～12：00
ところ　第一講座室(４階)
内容　「史料からみた鎌倉街道」
講師　森内優子氏(県立文書館学芸員)
教材費　1,000円
申込み　当日、会場で受付

◆美術、郷土係

とき　開催中
ところ　郷土資料展示室(３階)
内容　
常設展示：旧熊谷５つの時代の
歴史的資料を展示　
森村誠一コーナー：歴史・時代
物小説、新刊本展示
ミニ企画展コーナー：「写真家
日向清次」展(６/12〈火〉～９/６
〈木〉)
◆美術、郷土係

図書館のクラブの一つとして活
動している古文書学習・研究会で
は、新会員を募集しています。
対象　一般成人
とき　毎月第２・4木曜日13：30
～15：30
費用　毎月1,000円
内容　熊谷ゆかりの古文書学習・
研究を通じて歴史を学ぶ
◆美術、郷土係

とき　６月20日(水)10：00～
(２時間程度)
ところ　第一講座室(４階)
内容　・裁判員制度の説明
・映画「裁判員－選ばれ、そし
て見えてきたもの－」の上映
・裁判官との質疑応答
定員　当日先着90人
◆さいたま地方裁判所事務局　
総務課3048－863－4111

対象　主に就園前の幼児とその保
護者
とき　６月１5日(金)・７月20日(金)
０・１歳　11：00～11：20
２歳以上　11：30～11：50
ところ　視聴覚室(２階)
内容　手あそび・わらべうた・
絵本・紙芝居など
◆サービス係

対象　４歳以上の１人でおはな
しが聞ける子

とき　６月23日(土)14：30～(約30
分間)
※６月９日(土)は特別整理期間の
ため休み
ところ　視聴覚室(２階)
◆サービス係

対象　小学生(大人は入場できません)
とき　６月２日(土)・７月７日(土)
14：30～(約30分間)

ところ　視聴覚室(２階)
◆サービス係

とき　６月17日(日)14：00～
内容
アニメ　狼王ロボ(前編)(23分)
アニメ　狼王ロボ(後編)(23分）
ところ　視聴覚室(２階)
◆サービス係

対象　０歳～小学生(低学年）
とき　６月23日(土)
14：30～15：00

ところ　おはなし室

郷土史講座
テーマ「熊谷の考古学」

おはなし会

おはなし会

おはなし会

小学生のおはなし会

子どもシアター

めぬま号(移動図書館)
６・７月の巡回日程

熊谷次郎直実に関する講演会

ちいさいこのおはなしかい

小学生のおはなし会

熊谷の５つの歴史と美術展

古文書学習・研究会会員募集

裁判員制度広報映画会

おはなし会

映画会

さくら号(移動図書館)
６・７月の巡回日程

６/19（火)

26（火)

妻沼地区の考古資料について
（講師社会教育課　寺社下博）
江南地区の考古資料について
（講師社会教育課　新井端）

と　き 内　　　容

10：00～11：00

13：30～14：30

15：00～16：00

10：00～11：00

13：30～14：30

15：00～16：00

10：00～11：00

13：30～14：30

15：00～16：00

10：00～11：00

13：30～14：30

10：00～11：00

13：30～14：30

15：10～16：00

10：00～11：00

13：30～14：30

15：00～16：00

Ａ
コ
ー
ス

Ｂ
コ
ー
ス

Ｃ
コ
ー
ス

　
Ｄ
コ
ー
ス

Ｅ
コ
ー
ス

Ｆ
コ
ー
ス
　

ステーション　 時　　間　　　巡回日　

籠原小学校

別府第3公園

別府小学校

玉井小学校

県営玉井団地

大幡小学校

星宮小学校

土地区画整理
西部事務所

大麻生小学校

吉岡小学校

奈良小学校

佐谷田小学校

中条小学校

久下第3公園

久下小学校

新堀小学校

三尻小学校

6/19（火）
7/ 3（火）

6/20（水）
7/ 4（水）

6/21（木）
7/ 5（木）

6/12（火）
26（火）

7/10（火）

6/13（水）
27（水）

7/11（水）

6/14（木）
28（木）

7/12（木）

小島小学校

男沼小学校

太田小学校

秦小学校

13：00～14：00

14：20～15：50

14：20～15：50

13：00～14：00

６/13(水)・７/４(水)

６/12(火)・７/３(火)

６/20(水)・７/11(水)

６/15(金)・７/13(金)

ステーション 巡回日 時 間

3523-0895・FAX523-0896
〒360-0047 仲町19熊谷中央公民館 〔講座等の申込方法〕

電話またはハガキで熊谷中央公民館へ。応募者多数の場合は抽選となります。

公民館

対象　市内に在住または在勤の方

時間　9：30～11：30
ところ　３の２・３室
定員　40人
講師　千葉 貢 氏(高崎経済大学地
域政策学部教授)
費用　100円(資料代)
申込期限　6月29日(金)

対象　市内に在住または在勤の方
とき　７月24日(火)

集合　７：00 コミュニティひろば
ところ　六合村(群馬県)「野反湖一
周コース」
～高原の清

せい

楚
そ

な湖周辺を散策し
ます。(歩行10ｋｍ約３時間)
定員　先着40人
費用　3,500円
申込み　６月19日(火)10：00から
費用を添えて熊谷中央公民館
へ。
※１人で２人分の申込みができます。

時間　14：00～
ところ　実習室
費用　無料
映写　ボランティア団体　一六会

和歌(詩)文学に親しむ講座
―今も息づいている心と言葉― 展示ホールのお知らせ

バスハイキング

土曜映画鑑賞会

内　　　容と　き

7/24(火)

6/31(火)

8/ 7 (火)

6/21(火)

6/28(火)

『万葉集』の世界　眺めのうた

『古今和歌集』の世界　無常感のうた

西行『山家集』の世界　“落葉帰根”のうた

石川啄木の世界　望郷のうた

金子みすゞの世界　悲しみのうた

６/10(日)まで

５/12(火)～17(日)

５/19(火)～24(日)

５/26(火)～７/１(日)

ちぎり絵月曜会・水曜会　合同作品展

リフォーム灯火　古着のリフォーム作品展

パステルクラブ直実　第６回作品展

熊谷川柳いちごの会　第３回作品展

と　き 団体名・内容

６/９(土)

７/14(土)

孫悟空の妖怪退治

金のがちょう（影絵）

くじらぐも

最後の空襲くまがや（アニメ）

次郎物語

小学校高学年

小学校高学年

幼児

一般

題　名 対　象
ようかい

と　き

ひゅうが　せい　じ

さくら号さくら号さくら号さくら号さくら号さくら号さくら号さくら号さくら号さくら号さくら号さくら号さくら号さくら号さくら号さくら号さくら号

めぬま号

く　 に の　ぞり　こ

おおかみ おう



とき　７月８日(日) 14：00開演
料金　全席指定　S席3,500円
A席3,000円

〈月のホール〉
とき　７月28日(土) 18：30開演
料金　全席自由　前売券1,000円
当日券1,300円
演目　第１部　麦さん
第２部　玉津留姫物語
※４歳から入場できます。
※チケットはさくらめいとで取扱
っています。
※さくらめいと号・託児はありま
せん。

とき　８月18日(土) 18：30開演
料金　全席指定2,500円
フレンドリー券2,250円
(１度に２枚以上購入の場合)

学生券1,000円
(さくらめいとでのみ販売)

出演　青島広志(作曲家/お話・ピ
アノ)、平福知夏(ソプラノ)、原
田勇雅(バリトン)ほか
曲目　中田喜直／夏の思い出、グ
リーグ／劇音楽「ペール・ギュ
ント」よりほか

とき　８月26日(日）14：00開演
前売開始　６月25日(月）
料金　全席自由　シングル券800円
ペア券1,500円　当日券1,000円
（障害のある方は500円・当日券のみ）
※４歳から入場できます。
指揮　久住純信
曲目　スメタナ／交響詩「わが祖
国」より「モルダウ」ほか

とき　９月30日(日) 15：00開演
料金　全席指定3,000円
高校生以下2,000円

曲目　ショパン／幻想即興曲ほか

とき　11月10日(土）15：00開演
前売開始　６月28日(木）
料金　全席指定　Ｓ席4,000円
Ａ席3,500円　高校生以下(Ｓ・
Ａ共通)3,000円
曲目　モーツァルト／クラリネッ
ト五重奏曲、J.シュトラウス2／
ワルツ「ウィーン気質」ほか
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チケット取扱い

プラネタリウム館 3525-4554
〒360-0036 桜木町2-33-2

〔６・７月の休館日〕毎週月曜日(７月16日を除く）、毎月第１金曜日
特別整備期間６月５日(火)～10日(日）、７月17日(火)
※7月10日(火)～13日(金)は番組入替のため、投影はお休みします。
〔入館料〕大人100円・子ども50円

「太陽暦の長い道・パート２」
投影期間　７月８日(日)まで

とき　毎週日曜日　10：30～
※星座解説と神話・伝説２話で構成
された親子で楽しめる番組です。

とき　６月23日(土)「梅
つ

雨
ゆ

空
ぞら

を抜
け出して」17：45～
定員　先着100人

とき　６月２日(土)
19：00～(２時間)
観察対象　「水星、金星、木星、
土星、春の二重星」

とき　６月23日(土)
19：00～(２時間)
観察対象 「月(月齢8.4)、金星、
木星、土星、夏の球状星団」
※どなたでも自由に参加できます
が、天気の悪いときは中止にな
ります。

熊谷文化創造館さくらめいと 3532-0002・FAX532-0022
〒360-0846 拾六間111-1

玉津留姫物語(たまつるひめものがたり)
公募自主企画上演応募作品

イングリット・フリッター　
ピアノ・リサイタル
Ｐコード〈254－055〉・〈プレイガイド〉

夏休みスーパーコンサート＆レクチャー‘07
ブルーアイランド氏とめぐる《ペール・ギュントの四季》
Ｐコード〈255－346〉・〈プレイガイド〉

桂歌丸独演会

Ｐコード〈375－533〉・〈プレイガイド〉

とき　７月14日(土）
昼の部　13：00開演
夜の部　17：00開演
料金　特等席6,000円
一等席2,000円
一等学生席1,000円
おためし席1,000円

出演　中村吉右衛門、中村芝雀、

中村歌昇、市川染五郎、市川高
麗蔵ほか
演目　一、玉兎
二、仮名手本忠臣蔵　祗園一力茶屋の場
三、太刀盗人
※未就学児の入場はご遠慮ください。

とき　７月24日(火) 18：30開演

料金　全席指定3,000円
※未就学児の入場はご遠慮ください。

○さくらめいとチケットセンター
3532-9090(10:00～17:15 火曜日休)
○チケットぴあ全店　30570-02-9999
(さくらめいとチケットカウンター・八木橋百貨店・熊
谷ニットーモール・熊谷ＳＡＴＹほか)
○ファミリーマート･サークルＫ・サンクス(予約後の引換
え・Ｐコードによる直接購入)
○〈プレイガイド〉と表記された公演では八木橋百貨店・宮脇
書店行田店・新星堂深谷店でもチケットを購入できます。

※チケット売切れの際はご了承ください。
※未就学のお子様はご入場できません。(一部の公演を除く）
※館内託児サービス(有料・要予約)は、ことぶきキッズル
ームへ。
3532-2916(月～金10：00～16：00)
FAX532-2895(随時)
０～１歳2,000円、２～12歳1,000円
※臨時無料バス「さくらめいと号」をご利用ください。太
陽のホールでの自主事業公演前後に運行(籠原駅南口←→
さくらめいと)します。

熊谷会館 3523-2535
〒360-0031 末広3-9-2

対象　エアロビクス小学生
料理コース小学４～６年生
とき　７月７日～９月15日の土
曜日(全10回)10：00～12：00
定員　エアロビクス25人　
料理コース18人
費用　エアロビクス2,000円
料理コース5,000円
申込期限　６月21日(木)

とき　７月７日(土)13：30～15：30

定員　20人
費用　500円
内容　暑中見舞いハガキを作ります。
申込期限　６月21日(木)

とき　７月９日(月)～12日(木)
(全４回)９：30～12：00
定員　18人(ローマ字で文字入力
のできる方)
費用　1,000円
内容　初心者を対象としたパソコン
の基本操作・文字入力(案内文作成)

申込期限　６月21日(木)

とき　７月17日(火)・19日(木)
23日(月)・26日(木)(全４回)
19：00～20：30
定員　10人
費用　1,000円
内容　初心者を
対象にデジタ
ルカメラの仕
組みや基本操
作の実習を行
います。
申込期限　６月
21日(木)

3588-2044・FAX588-5416
〒360-0202 妻沼東1-1妻沼中央公民館 〔利用時間〕9：00～22：00

〔講座等の申込方法〕期限までに来館し申込みを。応募者多数の場合は抽選となります。

とき　６月16日(土)～24日(日)
ところ　小展示室
内容　切り絵同好会会員の作品展

とき　６月21日(木)～24日(日)
ところ　大展示室
内容　妻沼水墨会会員の作品展

とき　６月27日(水)～７月１日(日)
ところ　小展示室
内容　和紙絵同好会会員の作品展

3588-2044
〒360-0202 妻沼東1-1妻沼展示館 〔開館時間〕9：00～16：30

〔休館日〕毎週月曜日

チケット取扱い　熊谷会館・八木橋百貨店ほか

き ち え もん しば じゃく

か そめ ご ろう こしょう

ま ぞう

た

たまうさぎ

ち ぬすびと

わくわくキッズランド
〔エアロビクス・料理コース〕

絵手紙教室

初心者パソコン教室

初心者デジタルカメラ講座

平成19年妻沼切り絵作品展 妻沼水墨会作品展 和紙絵同好会作品展

プラネタリウムの一般投影

松竹大歌
か

舞
ぶ

伎
き

ミシュク
オール・ショパン・リサイタル

おはなし天文館

星空の散歩道
～ミューズの世界へようこそ～

天体観察会

ぎおん

ウラジミル・ミシュクウラジミル・ミシュクウラジミル・ミシュクウラジミル・ミシュクウラジミル・ミシュクウラジミル・ミシュクウラジミル・ミシュクウラジミル・ミシュクウラジミル・ミシュクウラジミル・ミシュクウラジミル・ミシュクウラジミル・ミシュクウラジミル・ミシュクウラジミル・ミシュクウラジミル・ミシュクウラジミル・ミシュクウラジミル・ミシュク

午　後午　前

団体利用

団体利用

10：30

15：30

曜日

火～金

土

日・祝

団体利用

13：30

13：30

歳差と春分点移動

埼玉交響楽団
夏の親子コンサート

Ｐコード〈260－198〉

ウィーン八重奏団

Ｐコード〈260－199〉・〈プレイガイド〉

やゆう

利用申請受付開始日　７月２日(月)
利用開始日　８月１日(水)
所在地　板井377－１
施設の内容　野球場(センター122m、
両翼100ｍ、内野クレー・外野芝)
使用時間　８時30分～17時
利用申込方法
(1)申請場所　江南行政センター建設課

電話による空き状況の確認はできますが、予約はできません。
(2)申請期間　利用する日の１か月前から３日前まで
(3)受付時間　８時30分～17時15分(土・日曜日、祝日の受付けは行いません)
使用料　

区　分

一　般
児童・生徒等

８時30分～12時
1，800円

900円

８時30分～17時
4，000円

2，000円

13時～17時
2，200円

1，100円

※注 グランドの状態により使用および貸出
しができない場合がありますのでご了
承ください。

◆江南行政センター建設課
3536-1521

江南地区図

大里郡市に在住・在勤・在学以外の方が利用する場合は、上記の額の倍額となります。

詳細は下記までお問合せください。

イングリット・フリッター

ウィーン八重奏団

８月１日８月１日８月１日８月１日８月１日８月１日８月１日８月１日８月１日８月１日８月１日８月１日８月１日８月１日８月１日８月１日８月１日 江南総合公園に野球場がオープンします
荒川

押切橋 熊谷大橋

●

深
谷
東
松
山
線

江南総合公園

熊谷寄居線

●● 線

父
秩
川

小谷熊

●

県立循環器
呼吸器病センター

江南行政センター
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●４月18日・19日
妻沼聖天山春季例大祭
18日に行われた稚

ち

児
ご

行列では、
鮮やかな衣装に身を包んだお稚児
さんたちが、祭りに華を添えてい
ました。

●５月16日　熊谷市合併記念式典
熊谷文化創造館さくらめいとで、熊谷市表彰式と併せ合併記念式

典が開催されました。

●５月７日　春の全国交通安全運動出発式
商工会館大ホールで行われた出発式の後、参加者の

皆さんが、市役所前交差点で啓発活動を行いました。

《
今
月
の
問
題
》

次
の
　
　
　
に
入
る
言
葉
を
、
そ

れ
ぞ
れ
お
答
え
く
だ
さ
い
。

①
６
月
10
日(

日)

に
、
彩
の
国
く

ま
が
や
ド
ー
ム
で
、

ナ

イ
ト
i
n
く
ま
が
や
２
０
０
７

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

②
８
月
１
日(

水)

に
、
江
南
総

合
公
園
に

が
新
た
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

《
今
月
の
景
品
》

フ
ラ
ン
ス
菓
子
「
ル
コ
ン
ト

ブ
ル
ゥ
」（
箱
田
６
丁
目
１-

41
、

水
曜
日
定
休
）
ご
提
供
の
、

「
こ
だ
わ
り
抹
茶
ロ
ー
ル
」
を
、

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人

に
差
し
上
げ
ま
す
。

《
４
月
号
の
正
解
》

①
A
E
D

②
ひ
と
り
　

◆
応
募
総
数
64
通
中
、
正
解
57
通

今月のテーマ「熊谷のかき氷「雪くま」」についていただいたコメントは、
おたよりパレットや市ホームページで紹介させていただく場合があります。

熊谷のかき氷「雪くま」

《応募方法》ハガキまたはＥメールに、
クイズの答え・住所・氏名・年齢・電話
番号・今月のテーマについてのコメン
トを記入の上、6月22日（金）までにご応
募ください（１人につき１通）。
（Ｅメールアドレス）
kohokocho@city.kumagaya.lg.jp

このシンボルキャラクターは、営利を目的とす
る場合を除き原則として自由に使用できます
（「あついぞ！熊谷 C熊谷市」等を表示してくだ
さい）。営利を目的として使用する場合には、
申請手続が必要になりますので下記にご連絡く
ださい。 ◆政策調査課　3内線369

「あついぞ！熊谷」シンボルキャラクターの愛称が決まりました！

「あつべえ」です！

●４月22日　
道の駅めぬま
「ガーデニング

コンテスト表彰式」
栗田とみ子さん(コンテナ

部門、弥藤吾)と荒井節子さ
ん(ハンギング部門、太田市)
が金賞に輝き、富岡市長よ
り表彰状が授与されました。

●
４
月
15
日
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢

熊
谷
市
合
併
記
念
と
し
て
開
催
さ
れ

た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
が
、
熊
谷
会

館
か
ら
全
国
に
生
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

●
４
月
21
日
　

プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
公
式
戦

熊
谷
運
動
公
園
野
球
場
で
開
催
さ
れ
た
、

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
対
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ

ー
ン
ズ
の
試
合
に
１
万
人
を
超
え
る
来
場

者
が
あ
り
ま
し
た
。

●４月29日　ポイントゲーム大会
快晴の天気の下、熊谷運動公園で、たくさんの参加

者が隠されたポイントを探すゲームを楽しみました。

●５月９日　熊谷警察署大里駐在所開所式
市田駐在所が、向谷地区に大里駐在所として新築

移転され、開所式が行われました。

●５月13日　
さいたまラグビーフェステバル
２００７
熊谷ラグビー場で、立正大学対大

東文化大学の試合をメインに、さま
ざまな世代のラグビーの試合が行わ
れました。

●４月28日　
友山まつり
長屋門で知られる胄山の根岸家で、幕末に活躍した根岸

友山の名を冠したお祭り行われ、竹の子狩りや大正琴の演
奏もあり、親子連れなどで賑

にぎ

わいました

●４月15日　
けやき大学入学式
今年度のけやき大学には、329人が入

学しました。妻沼中央公民館大ホール
で行われた入学式では、富岡市長によ
る記念講演も行われました。

記念講演を行う富岡市長

多数のご応募ありがとうございました。
みなさん、かわいがってください。

※線画でも使用できます。 あついぞ！熊谷C熊谷市

コンテナ部門金賞の栗田とみ子さん

立正大学(オレンジ)対大東文化大学(緑)

C K

C※　とは権利者名を示すためのマークです。

始球式をする富岡市長

式辞を述べる富岡市長



水
道
部

よ
う
こ
そ
熊
谷
市
水
道

庁
舎
に
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

田
邊

は
じ
め
ま
し
て
、
奈
良
小

学
校
区
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
田
邊
で

す
。
近
く
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
ち
ら
の
施
設
に
入
っ
た
の
は
初

め
て
な
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

水
道
部

今
日
は
、
よ
い
機
会
で

す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
見
学
し
て
い

っ
て
く
だ
さ
い
。

田
邊

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

学
校
関
係
な
ど
も
見
学
に
は
来
る

の
で
す
か
？

水
道
部

市
内
の
小
学
生
が
、
社

会
科
見
学
に
来
て
い
ま
す
。
年
に

６
〜
７
校
、
昨
年
度
は
延
べ
８
０

０
人
が
見
学
し
て
い
ま
す
。
今
日

は
、
そ
の
コ
ー
ス
を
基
本
に
し
て

ご
案
内
し
ま
す
。

田
邊

東
京
に
い
て
帰
っ
て
き
た

息
子
が
熊
谷
の
水
は
お
い
し
い
と

言
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
お
い
し

い
の
で
す
か
？

水
道
部

熊
谷
の
水
源
の
大
部
分

は
、
豊
富
な
地
下
水
で
す
。
川
の

水
よ
り
も
地
下
水
の
方
が
き
れ
い

な
た
め
塩
素
で
消
毒
す
る
の
が
少

な
く
て
す
む
訳
で
す
。

ま
た
、
川
の
水
と
違
い
、
地
下

水
に
は
適
度
に
ミ
ネ
ラ
ル
分
が
含

ま
れ
、
水
温
も
低
く
一
定
の
た
め
、

水
が
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
る
ん
で

す
よ
。
大
里
・
妻
沼
・
江
南
の
各

地
区
も
、
深
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い

ま
す
が
、
地
下
水
を
使
用
し
て
い

る
の
で
、
ど
こ
も
お
い
し
い
で
す
。

田
邊

で
も
、
塩
素
消
毒
は
し
て

い
ま
す
よ
ね
。

水
道
部

は
い
。
水
道
水
は
塩
素

で
消
毒
す
る
決
ま
り
が
あ
り
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
で
、
常
に
一

定
量
の
塩
素
を
注
入
し
、
消
毒
し

て
い
ま
す
。

塩
素
臭
が
き
つ
く
感
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
飲
む
人
の
体
調

に
よ
っ
て
も
感
じ
方
は
違
い
ま
す
。

ま
た
、
冷
や
す
と
、
塩
素
臭
を
感

じ
に
く
く
な
り
ま
す
よ
。

田
邊

最
近
、
友
人
の
家
で
井
戸

が
枯
れ
て
し
ま
っ
て
困
っ
た
と
聞

い
た
ば
か
り
な
ん
で
す
が
、
水
道

用
の
地
下
水
は
枯
れ
る
心
配
は
な

い
の
で
す
か
。

水
道
部

今
の
と
こ
ろ
、
そ
の
心

配
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
他
の
水
源

を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、

利
根
川
の
表
流
水
を
水
源
と
し
た

県
営
水
道
水
を
全
体
の
30
％
程
度

購
入
し
て
い
ま
す
。

田
邊

常
に
交
代
で
ど
な
た
か
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
？

水
道
部

は
い
。
24
時
間
体
制
で

監
視
し
、異
常
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

水
道
部

水
道
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で

す
か
ら
、
い
か
な
る
時
も
止
め
て
し

ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
で
す
。

田
邊

断
水
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
こ

ん
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

水
道
部

最
後
に
、
原
水(

地
下

水)

と
水
道
水(

浄
水)

を
、
ど
う
ぞ

飲
み
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

田
邊

飲
み
比
べ
て
み
る
と
、
や

は
り
違
い
ま
す
ね
。
原
水
は
と
て

も
さ
ら
っ
と
し
て
い
ま
す
。

水
道
部

そ
う
で
す
ね
。
水
道
水

は
、
常
に
一
定
濃
度
の
塩
素
殺
菌

を
施
し
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
だ

け
で
な
く
、
何
よ
り
安
全
で
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

水
道
部

見
学
箇
所
は
以
上
で
す

が
、
い
か
が
で
し
た
か
？

田
邊

特
に
び
っ
く
り
し
た
の
は
、

脱
炭
酸
装
置
で
す
ね
。
地
下
水
に

炭
酸
が
含
ま
れ
て
い
た
と
は
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
監
視
室
の
監
視
モ
ニ
タ

ー
や
管
理
体
制
を
知
っ
て
安
心
し

ま
し
た
。
こ
の
設
備
の
お
か
げ
で

水
が
蛇
口
ま
で
た
ど
り
着
く
の
で

す
ね
。
今
日
ま
で
、
当
た
り
前
の

よ
う
に
水
を
使
っ
て
き
ま
し
た
が
、

水
を
送
る
に
は
多
く
の
電
気
が
必

要
な
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
停

電
が
あ
っ
て
も
水
が
止
ま
ら
ず
に

す
む
こ
と
も
、
大
変
な
苦
労
が
あ

っ
て
の
こ
と
な
の
で
す
ね
。

わ
が
家
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

を
営
ん
で
い
て
、
一
般
家
庭
よ
り

も
多
く
水
を
使
っ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
意
識
し
て
節
水
に
努

め
よ
う
と
思
い
ま
す
。

水
道
部

水
道
部
で
は
、
定
期
的

に
「
水
道
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、

熊
谷
市
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
の

情
報
提
供
や
意
識
啓
発
に
努
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
８
月
の
第
１
土
曜
日
に

開
催
さ
れ
る
「
水
道
フ
ェ
ア
」
で

は
、
家
族
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
、
水
道
に
関
す
る
知
識

が
学
べ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

田
邊

本
日
は
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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熊
谷
の
水
道
水
は
、
全
国
的
に
「
お
い
し
い
水
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
で

は
、
な
ぜ
お
い
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
田た

邊な
べ

さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
熊
谷
市
水
道
庁
舎(

東
部
浄
水
場)

の
見
学
を
通
し
て
、
そ
の
秘
密

を
探
り
ま
す
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
が
見
る
、
聞
く
、
歩
く

熊
谷
の
お
い
し
い
水
探
検

6月1日～7日は
「水道週間」

水
道
部
職
員
と
対
面

熊
谷
の
水
は

な
ぜ
お
い
し
い
？

施
設
見
学
開
始①監視室

正面の巨大な監視モニターで、旧
熊谷市エリアの8箇所の浄水場や配
水場の運転状況を監視し、また遠
隔操作もできる。

②発電機室
大きな非常用発電
機で、雷などによ
る停電時など、非
常時に配水が停止
しないように運転
する。停電が起き
たら、すぐに自家
発電に切り替える
ことができる。ま
た、周囲の壁には
厚く吸音材を貼
り、防音対策も施
している。

③配水ポンプ室
地中にある巨大な配水池に1
万kの水が蓄えられており、
そこからポンプを使って皆
さんの家庭などに水を供給
している。

④脱炭酸槽
地下水に含まれる、微量な炭酸
を除去するためのもので、全国
的にも珍しい設備。水を上から
落とし、空気に触れさせること
で炭酸を除去する。

⑤愚
ぐ

禅
ぜん

の泉・蓮
れん

生
せい

の泉
原水(地下水)と出来たての水
道水を飲み比べることができ
ます。

見
学
を
終
え
ての

感
想
　

原水と浄水を飲み比べ
東部浄水場に入ってすぐ右側にあるのが、

「熊谷のおいしい水」が試飲できる、愚禅の泉
(浄水)と蓮生の泉(原水)です。ただし、原水は
塩素消毒していませんので、必ずその日のう
ちにお飲みください。
試飲できるとき 平日の8時30分～17時15分
※土・日曜日、祝日、年末年始は除く。

取材協力

案内役(水道部工務課)

N

メモリアル
彩雲

メモリアル
彩雲

熊谷農業高校熊谷農業高校

太田熊谷線太田熊谷線
国道407号国道407号

国道140号国道140号

大幡中学校大幡中学校

市役所市役所

JR熊谷駅JR熊谷駅

北大通り
北大通り

水道庁舎水道庁舎

さいたま博通りさいたま博通り

国道17号バイパス
国道17号バイパス

国道17号
国道17号

第2北大通り第2北大通り
熊谷
警察署
熊谷
警察署

熊谷高校熊谷高校

奈良小学校区市政モニター
田邊知子さん

原島昇 水野薫

熊谷市水道庁舎(東部浄水場)
所在地　原島1031番地
電話　営業課 520-4132(よいみず)

工務課 520-4135
水道部ホームページ
http://www.waterworks-kumagaya.
com/index.html

第
49
回
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
〜
水
道
が
う
る
お
す
日
々
の
健
や
か
さ
〜

熊谷市水道庁舎(東部浄水場)

は
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